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予算決算審査委員会記録 

 

招 集 日 時 令和7年3月17日（月） 午前9時30分 

開議・閉議 午前9時30分 開会  ～ 午後5時43分 閉会 

場所・形態 委員会室 会期中（第1回定例会）の開催 

出 席 委 員 委員長 山本 成 副委員長 奥道光人 

 委員 中西裕康  尾川直行 

  守井秀龍  立川 茂 

  石原和人  森本洋子 

  青山孝樹  藪内 靖 

  松本 仁  内田敏憲 

  丸山昭則  草加忠弘 

欠 席 委 員  土器 豊   

遅 参 委 員  なし   

早 退 委 員  なし   

列席者等 議長 西上徳一   

説 明 員 総合教育部長 畑下昌代 教育総務課長 杉田和也 

 小中一貫教育課長 谷口健一 幼児教育課長 文田栄美 

 市長公室長 濱山一泰 市長公室参与 梶藤 勲 

 市長公室参与 石原史章 交通政策課長 出射詩都 

傍 聴 者 報道関係 あり   

 一般傍聴 あり    

審査記録 次のとおり    
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              午前 ９時３０分 開会 

○山本委員長 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの御出席は１４名です。定足数に達しておりますので、これより予算決算審査委員会

を開会いたします。 

 本日は、総合教育部関係の審査としております。 

 本日も、議案第２号令和７年度備前市一般会計予算、議案第１７号令和６年度備前市一般会計

補正予算（第１１号）の２議案の審査を行います。 

 議事の運営に格別の御協力をいただきますようよろしくお願いします。 

 いずれも補正予算の審査を先に行います。 

 なお、議案第２号については、所管の記載がされた予算書を事務局に配付させております。審

査漏れがないよう、１ページから２０ページなど、ページを区切って審査してまいります。区切

った範囲内に審査中の所管の予算が存在しない場合も多々あるとは存じますが、審査漏れを防ぐ

ためですので、御理解、御協力をよろしくお願いいたします。 

 また、本日も席次表を配付させておりますので、現在審査中の部課については席次表を参考に

してください。 

 皆さんにお諮りいたします。 

 先日、市長公室関係の予算審査を行ったところですが、観光船待合所等整備事業及び観光船桟

橋整備工事に関する予算における答弁の補足をさせていただきたい旨、執行部より申入れがあり

ました。 

 本日の文教関係審査後、当該予算の審査を再度行うこととしてよろしいでしょうか。 

              〔賛成者挙手〕 

 賛成多数のため、執行部の申入れを許可し、本日の文教関係審査後、観光船待合所等整備事

業、観光船桟橋整備工事に関する予算の審査を改めて行うこととします。 

 それでは、議事に入ります。 

********************** 議案第17号の審査（文教） *********************** 

 まず、議案第１７号中、総合教育部関係の審査を行います。 

 まず、歳入から行います。 

 補正予算書は２０ページ、所管別分類表は７ページをお開きください。審査の範囲は２０ペー

ジから３１ページ、一括で審査をさせていただきます。 

○中西委員 ２２ページの保育幼稚園費負担金、子供のための教育・保育給付交付金２０４万

１，０００円、これはどういった事業に充当されるんでしょうか。 

○文田幼児教育課長 こちらの子供のための教育・保育給付交付金なんですけれども、こちらは

私立の保育園の運営費の補助金となっております。国の公定価格の改定に伴う増額となっており

ます。 
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○守井委員 ２７節県支出金のうち、教育費県補助金のうち、学校管理費補助金で、アシスタン

ト配置事業補助金ですが、当初が２２４万円ぐらいだったのが倍以上なんですけど、増えている

が、これはどういうことになったんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 こちらにつきましては、県のほうの配置基準が拡大されまして、それ

によって補助金の増額となっております。 

○石原委員 ２４、２５ページの教育費国庫補助金のへき地児童・生徒援助費等補助金、こちら

減額になっておりますけれども、どういった事業でどういう状況でというところをお聞かせいた

だければと思います。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、スクールバスの購入費の補助金となります。スク

ールバスの購入費の歳出のほうは、１２月議会の８号補正のほうで繰越しのほうをしておりま

す。それに伴いまして、国庫補助金のほうも交付決定額を除き減額させていただくものです。 

○山本委員長 よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次に、歳出に入ります。 

 補正予算書は４４ページ、所管別分類表は１１ページをお開きください。審査の範囲は４４ペ

ージ、４５ページの民生費を審査いたします。 

○守井委員 児童福祉総務費の扶助費、小規模保育事業所給付費が元よりも大分増額になってる

が、その理由は何でしょうか。 

○文田幼児教育課長 こちらは小規模保育事業所の給付費、扶助費です。３１８万３，０００円

の増額となっております。こちらは先ほどの歳入のほうにもありました国の公定価格の改定に伴

う増額となっております。 

○山本委員長 ほかに質疑ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 補正予算書５６ページ、教育費、最後の６３ページまでを審査いたします。６３ページの諸支

出金まで審査いたします。 

○尾川委員 事務局費の報酬で、会計年度職員報酬でかなり減額になっているが、減額理由を教

えてほしい。 

○文田幼児教育課長 こちらにつきましては、職員給与費とこども園の通園バスの運転員の人件

費となっております。大きいところでは、主にＡＬＴの分でして、こども園に１０名の配置を予

定して予算計上しておりましたが、２名分しか配置ができておりませんので、そちらに関する減

額が主なものとなっております。 

○尾川委員 採用できなかったと聞こえたのですけど、何かそれによる障害、課題、問題点はど

う改善されたんですか。 

○文田幼児教育課長 ２名の採用には至っておりますので、その２名のＡＬＴが１０園を５園ず
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つ担当して、分担して、配置しているような状況でございます。 

○中西委員 ５６ページの報償費のところで、講師謝礼が１，７１９万２，０００円減額になっ

ているが、この理由についてお聞かせいただけますか。 

○畑下総合教育部長 こちらにつきましては、放課後子ども教室の講師謝礼を見込んで入れてお

りましたが、実質開いたところが少なかったということで、減額させていただいております。 

○青山委員 大学生を派遣するというように当初言われたと思うのですけど、大学生の派遣がな

かったというふうに見ればいいですか。 

○畑下総合教育部長 そういうことも見通して上げておりましたが、今年度につきましては、大

学生等の派遣等は行っておりません。 

○中西委員 講師謝礼ですけど、もともと何人を予定していて、何人が来なかったのでしょう

か。例えば５０人予定していたけども、３５人来たとか。 

○畑下総合教育部長 ちょっと数字的なものはあれですけど、当初見込んでいた人数、全員依頼

はできていないので、全く依頼はできてない状態です。 

○中西委員 放課後児童クラブの歳入のところでの減額は分かるのですが、講師の派遣をすると

いうことをしていたわけですから、それを全部取りやめるというのはどういうことでしょう。当

初人数よりも少なかったというのは分かるけども、全部講師取りやめるというのは、新たな事業

をやるということで教育委員会は予算を組んでいた、それを全部やめたということはどういうこ

とでしょう。 

○畑下総合教育部長 こちらは放課後子ども教室のほうで、児童クラブではないです。放課後子

ども教室を全小学校区で開く予定でしたが、今現在２つ開けているのですが、そちらのほうに大

学生とかの講師も、全部開くとそういう方がいるかなと思って予算を上げておいたのですけど、

今のところ２つしか上がっていないので、そういう講師依頼をしてないということで、上げてい

た予算は使っていないという状態です。 

○中西委員 教室は開かれたのですか。 

○畑下総合教育部長 東鶴山地区とそれから三石地区は行っております。 

○中西委員 その大学生は一人も呼ばなかったというのは、呼ぶ予定にしていたにもかかわら

ず、呼ばなかったというのは、どういう理由があるのでしょう。 

○畑下総合教育部長 そちらにつきましては、今２地区のみでやっておりまして、今おります会

計年度職員が１人おりますので、そちらで対応できているということで、今年については依頼を

かけておりません。 

○中西委員 じゃあ、その放課後児童教室に大学生を呼んで、講師としてやってもらうという事

業についての教育委員会の総括はどうなのでしょう。 

○畑下総合教育部長 今後についても、教室は増やしていきたいと思っておりますので、来年度

につきましても計上させておりますか、続けて教室を増やしていって、依頼のほうもかけていき
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たいと思っております。 

○藪内委員 ５７ページの事務局費、１節報酬、ＡＬＴの報酬減ということですが、１０人の予

定が２名になったと。それで、当初の目的は達成できたのか。２名でよかったのじゃないか。 

○文田幼児教育課長 ２名のＡＬＴの方、すごく頑張っていただいております。事業も会計年度

ですので、毎月報告もいただいておりますし、当初計画を立てて、そのとおりにできるように頑

張っていただいております。ただ、１０か所、市内あちこち回っていただくようになっているの

で、そういった部分では、少しやりにくいところや、足りない部分があるのではないかなという

ふうに思っておりますが、大きな問題とかは今のところ発生はしておりません。 

○藪内委員 基本的にやりたいことはできた、そうであるならば、ほかにも影響すると思います

けど、この人数、いろんなところの、ＡＬＴに関する。これもう一回考え直してもいいのじゃな

いか。１０名の予定が２名だったから、全然できなかった、足りないというのであれば、１０名

が正しいのか、５名が正しいのかは分かりませんが、２名で何とかやれたのであれば、すごいそ

の人たちが頑張ってくれた。一定以上頑張ってくれた。でも、その頑張りもやっぱり必要なこと

であって、２名でいけるのであれば、２名でいいし、例えば８０人なくても、８人か１０人でや

れるかも分かんないし、そういう面でどうでしょうか。 

○文田幼児教育課長 令和５年度には、１０名のＡＬＴがこども園にも１園ずつおられました。

それがいきなり２名になりましたので、保護者のほうからも、不安の声といいますか、そういっ

たようなことは多少あります。ただ、こども園ですので、英語の勉強をするというよりは、生活

の中で英語に触れるといったようなところを目的としているので、１０人から２人というと、ち

ょっと大きく減ってしまったところは残念だったかなというふうには思っています。 

 ただ、１０人が５人、５人が１０人で、大きく変わるのかというと、こども園としては、大き

く影響的なところはないかなと思っているのですけれども、各園にいたら、英語に触れる機会も

増えてくるのかなというふうには思っています。 

○藪内委員 こども園こそが私は大事じゃないかと思っているので、入試とかに関係ある上の学

年ほどはあまり、こども園こそが、教育じゃないけど、英語に触れるということで大事だと思

う、その辺、もう一回よく教育委員会でよかったのですね。教育委員会であるとか、後ろにおら

れますけれど、その保護者の方々ですね、もっと基本の基本のところから、よく話し合って、人

数的なこともいろいろ考えて、数ばっかりが先行して、本来の目的、その本来の目的自体も、も

う一回よく考えていただかないと駄目だと思う。よろしくお願いします。 

○文田幼児教育課長 委員おっしゃるとおりで、数の問題ではなく、質の問題でもあると思いま

す。ＡＬＴの採用に関しては、そういった質の部分も大切にしていくべきではないかなというふ

うに思います。 

○石原委員 同じで、ここで先ほど来、こども園に関しての補正での減額になっておりますけど

も、当初はたしかＡＬＴ、２５名配置の予定が、たしかそのこども園のお二方を含めて１３名の
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説明でしたので、小・中学校で１１名なのかな。小・中学校で１５名分見込んでいたと思うけど

も、そちらの減額は、この補正予算では反映はされているのか。 

○谷口小中一貫教育課長 このたびの補正予算には入っておりません。随時、来られたら募集、

募集は上がっているので、いい方がおられたら採用に向けて動きたいなというところで今日まで

至っております。 

○石原委員 ここでの補正ではない。先ほど中西委員が取り上げられた放課後子ども教室２か所

で今年度は運営がなされてきたと、当初予算と見比べますと、４００万円余りは、そういったと

ころでの講師の謝礼として執行されたのかなと思っていたのですけど、２か所、どういった方が

講師として赴かれたのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 こちらの放課後子ども教室の課のほうで会計年度職員が１人おりますの

で、そちらの方を１人、その方にその２か所へ行っていただいております。 

○石原委員 こちらの講師謝礼の４００万円余り、これ捉え違いだったら御指摘いただければと

思うんですが、４００万円余りをそちらの会計年度任用職員さんの報酬、謝礼としてお支払いを

されるということでしょうか。 

○畑下総合教育部長 いえ、講師謝礼は使っていないと思います。会計年度職員は会計年度職員

の報酬がございますので。 

○石原委員 ４００万円、１，７６１万円が当初予算だったかな、講師謝礼は。 

○畑下総合教育部長 研修を行うための講師謝礼も計上していたので、そちらの分だと思います

が、そちらについても使用はしてないと思います。 

○石原委員 ４００万円余りは、違う分野の研修の講師謝礼として４２万円ですか。されたとい

うことで、ほかの分野の研修の講師の四十数万円はどういった研究の講師の先生にお支払いされ

たのですか。 

○畑下総合教育部長 すいません、ちょっと今手持ちの資料がないので、後ほど回答させていた

だきます。 

○石原委員 その下の旅費、費用弁償、こちらも補正予算までは終えていませんけれども、当初

段階で３，８０３万７，０００円、こちらで１，２００万円減額となっておりますが、この要

因、状況、お聞かせいただければ。 

○谷口小中一貫教育課長 会計年度任用職員の方の通勤旅費が主なものになっております。採用

時点では、どういう方が採用なるかというのが分かりませんので、最大の枠で取らせていただい

て、実績見込みで落とさせていただいておるというようなところになっております。 

○石原委員 ５８、５９ページの負担金補助及び交付金の研修会等参加負担金、こちらも補正予

算までは終えておりませんが、当初段階では２，３５８万４，０００円、こちらが１，６４９万

円減額となっておりますが、この要因、状況についてお聞かせいただければと思います。 

○文田幼児教育課長 こちらの教育研修諸費の負担金補助及び交付金の１５０万円の減額につき
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ましては、幼児教育課のほうのＡＬＴの研修の負担金としておりました。ただ、こちらのほうは

小学校、中学校と一緒に研修を行ったので、１５０万円の減額とさせていただいております。 

○石原委員 一番上のも併せて。 

○畑下総合教育部長 この負担金の１，６４９万円の減額につきましては、ＩＢ教育のワークシ

ョップの研修の負担金の減額でございます。 

○石原委員 １，６００万円余りの減額ですから、約７００万円はＩＢ教育に係るワークショッ

プは開催をされたということでよろしいでしょうか。 

○畑下総合教育部長 先生方に参加をしていただいた分ですが、なかなか全ての先生方に参加、

都合がつかれる先生方とかになりますので、全員が全員というわけではありませんでしたので、

こういう結果になっております。 

○石原委員 そのワークショップなる会合は何回ほど開催をされたのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 期間でございますが、小学校で５回、中学校で７回になっております。 

○石原委員 大きく約３分の２、これはほかの研修会も含まれとんかも分からんのですけれど

も、見込みよりはそういった先生の参加が少なかったということの御説明ございましたけれど

も、そのことでＩＢ教育推進への影響等、大丈夫だったのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 ８割ぐらいの方が参加してくださっているので、進めていけると思ってお

ります。 

○石原委員 これは意見ですけれども、当初予算の編成時点での積算根拠、そこもちょっとどう

なのかな、今の御答弁をお聞きして感じたところです。 

○中西委員 石原委員が言われた当初で２，３５８万４，０００円、１，６４９万円が減額と、

８割の先生方が参加されたとなると、この差額はどういうふうに考えたらいいのでしょう。もと

もとの事業は７００万円ぐらいでできたのでは。 

○畑下総合教育部長 こちらにつきましては、一応全員の先生方の参加を見込んでやっておりま

したので、この減額した分が残りの２割というわけではございませんので。また、ちょっと研修

先っていうのが、よそに行ってやる場合があったりしたのですが、結構こちらの市内のほうで開

催してできましたので、ちょっと負担金等も少なくなっております。 

○中西委員 そもそもの予算組みがどうだったのかという石原委員の指摘がやっぱり当たってい

るのじゃないか。今年度も同じような予算編成をしているのか、それはまた予算のときにお伺い

をしたいと思います。 

 あわせて、ここでは研修会参加負担金というのは、ほかの負担もあったと思うのですけども、

どのような執行状況になっていますか。ＩＢに関わる研修会の負担金が幾ら、それからあとＤＸ

がありました、ここは２０万３，０００円という。 

○畑下総合教育部長 すいません、ちょっとその数字につきましても、手元に資料ございません

ので、後ほど示させていただきます。 
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○青山委員 ６１ページの保健体育費、学校給食費ですけど、こちらも１，０００万円の減額と

いうことになっているのですけど、当初は７，６３２万２，０００円ですか、これは何人分でど

ういう内容でしょうか。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、調理員が３８人、事務補助員が４人、運転員が５

人の予算となっとります。 

○青山委員 この人数が必要なかったということですか。 

○杉田教育総務課長 必要なかったというわけではなくて、例えば調理員につきましては、募集

に対して応募がなかなかなくて、その分の人件費のほうがちょっと余ってしまったというような

ところもございます。そういった意味で減額となっとります。 

○青山委員 これ現場のほうはどういう対応をされたのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 例えばシルバー人材センターの方に来ていただくとか、そういったことも

対応はしております。 

○青山委員 これだけの応募がなくて不足しているということ、今年度はどのように考えていま

すか。 

○杉田教育総務課長 現時点では、応募のほうがございまして、充足しているという状況でござ

います。 

○青山委員 後々に充足したということですか。 

○杉田教育総務課長 はい。 

○青山委員 それはいつ頃。 

○杉田教育総務課長 時期のほうははっきり覚えてない。たしか１２月とか、それぐらいだった

と思います。 

○青山委員 もう一遍確認ですけど、その方は令和７年度も引き続きやっていただけるような状

況になっているんですか。 

○杉田教育総務課長 現時点で引き続きやっていただけるものと思っとります。 

○中西委員 同じところですけど、去年食洗機が壊れましたよね。人海戦術で、食器を洗う、そ

れから紙の皿を使うとか、いろいろ御苦労されたときですけど、そこのところが一番人手が足ら

なかったということですか。 

○杉田教育総務課長 お見込みのとおり、先ほどのシルバー人材センター方は、その食洗機の対

応での採用した方になります。 

○中西委員 現場の方が大変困ったところだったろうと思うのですけども、そういうことがない

ように、この限られた予算で、少ない人数で給食を作らざるを得ないというところなので、ここ

の人の確保は必ずしていただきたいということお願いをしておきたいと思います。 

○杉田教育総務課長 御意見ありがとうございます。そういったことがないように努めてまいり

たいと思っとります。 
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○山本委員長 ほかに質疑はありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次に、第３表繰越明許費補正に入ります。補正予算書は７ページ、所管別分類表は１ページを

お開きください。 

○守井委員 教育費、８ページです。繰越明許で体育館の移動式空調が繰越しになっでますが、

いつ頃入る予定、中学校も同じく、いつ頃入る予定か教えてください。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、現在準備のほうを進めておりますが、なかなか今

機材のほうが不足しているというふうな御指摘もございまして、時期のほうがなかなか見通しが

難しいところでございます。 

○守井委員 できるだけ早くお願いするように進めてやってください。 

○中西委員 財源については、どういうものを考えているのでしょう。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、空調設備整備臨時特例交付金のほうを予定いたし

ております。 

○中西委員 補助は何割ぐらいを。 

○杉田教育総務課長 算定割合は２分の１となっております。 

○山本委員長 よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 最後に、全体で質疑漏れはありませんか。 

○石原委員 歳出で、４４、４５ページの児童福祉費の保育幼稚園費、３つの委託料、補正計上

されておりますけども、それぞれ概要等をお聞かせいただければと思います。 

○文田幼児教育課長 まず、一番上の通園バスの運行委託料ですけれども、こちらのほうは吉永

の通園バスの運行委託料となっております。通常、運転員のほうは交通政策課におります運転員

に運転をお願いしていますが、スケジュール等が合わず、配置できないときに、吉永タクシーさ

んの運転員を委託しているところです。実績が少し多くなったので、ここで補正させていただい

ております。 

 それから、広域入所保育園運営費委託料、２口ありますけれども、上の段の分が１号認定のお

子さんの分です。それから、下の段の分が２、３号のお子さんの分になっております。ちょっと

システム上の関係で、１号、２号、３号のその表示ができていないので、同じ説明になっており

ますけれども、広域入所の保育園の利用の委託料となっております。 

○中西委員 ５６ページの報償費の講師謝礼のところで、もう一回確認をさせていただきたいの

ですけども、この減額している１，７１９万２，０００円というのは、放課後教室の児童教室の

大学生の派遣の費用全額というのがこの金額になるわけですね。 

○畑下総合教育部長 大学の講師というより、教育支援で、時間で行っていただくのをお願いす

る方の費用がです。 
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○中西委員 全額がこの金額なわけですね。 

○畑下総合教育部長 三石でやっているところに、１人講師をお願いしているので、その方、先

ほど石原委員さんが言われた４万２，０００円、講師料が発生しているのじゃないかという話で

すけど、そちらがその方の分、１人入っていただけで、ほかは全て。そのあたりももう一度調べ

て報告させていただきます。 

○中西委員 私は三石と東鶴は、この教育委員会の中に会計年度任用職員がいて、その人が対応

しているというふうにお伺いをしているわけで、だとすればここで報償費全額が減額されたんか

なと、また報告をお願いします。これは当初の予算に関わるところで、よろしくお願いします。 

○畑下総合教育部長 後ほど調べて報告させていただきます。 

○尾川委員 ５８ページの小学校、中学校の空調機購入で、今やり取りがあったが、この国の補

助を受けるときに、今備前市が考えとる性能、設備のレベルが国の要求というか、国はこういう

設備を設置しなさいというのと、それから市はこういうふうに考えとるというふうなギャップと

いうか、それと現場がどういうふうに考えているのか、そのあたりの再調整するようになるがど

のような予定なんですか。 

○杉田教育総務課長 空調機の性能につきましては、現時点で要求している内容については、予

算書どおりです。国のほうが求めているのは、体育館につきましては、断熱性能を求められてお

りまして、それにつきましては、補助要件のほうにも入っているということもございます。その

ために、改修工事につきましては、今年度の実施ということでやっていきたいと思っていまし

て、国のほうの交付金の要綱のほうでも認められておりますので、そういったこともやっていき

たいと考えています。 

○尾川委員 設置、整備の方針は変わらんという理解でいいのか。 

○杉田教育総務課長 先ほど申し上げた体育館のほうの断熱工事のほうが、ちょっとどれぐらい

かかるかというのが、まだこれからとなっていますので、そちらのほうで変更がまたあるかもし

れません。 

○尾川委員 一部の学校で、当たる、当たらん、危険なと言うたり、設備が邪魔になるとかとい

う声が、一々聞いたら切りがないけど、いろいろ障害があると思うけど、そのあたりの救済とい

うのを考えとんかなということで、そういう整備の方法というのを、国の整備とそれから備前市

の考えとるのと、現場とのという話をしているが、そのあたりの調整というのは、もう従来の計

画どおりで進めるというふうに決定しているのか。 

○杉田教育総務課長 邪魔になるという御指摘も確かにございます。そのために今回は移動式と

いう形で整備のほうを進めているというふうに私のほうは思っています。 

○青山委員 断熱工事ということを言われたが、当初は移動式の空調機という考えていたが、断

熱工事というのはどのような工事をされるのですか。 

○杉田教育総務課長 例えば屋根に耐熱塗料を塗るとか、窓に遮熱のフィルムを貼るとか、いろ
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いろあるとは思うのですけども、そういったことで考えとります。 

○青山委員 まだこれにというふうな決定はないわけですか。 

○杉田教育総務課長 現時点ではまだ確定のほうはしておりません。 

○青山委員 決定したらぜひ委員会のほうなりに出していただこうかと思います。 

○中西委員 断熱工事をするというのは、今日初めて伺ったのですけども、これまで断熱工事を

するのが大変で、エアコンなどを入れるのが、どっちか言えば渋っていた。つまり今回、繰越明

許で上がるこの移動式の大体４，０００万円ですが、１億円ちょっと、でも断熱工事といったら

こんなもんじゃない。今まで教育委員会は、そんな大きなお金をここに投じるというような話

は、私は今回初めて伺ったので、どこでそういう方針が決まったのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 方針といいますか、こちらのほうの空調設備の交付金のほうを受けようと

した場合、そういったことが求められているということが分かりましたので、そのように対応さ

せていただこうと思っています。 

○中西委員 そうしないと、この補助金がこれはもらえないなんてことは、それは大本の断熱が

幾らかかるんかというのを出した上でないと、出して計画的に考えていかなきゃいけない。これ

でそういうことは今まで一切委員会には説明がなかったのですから、なぜ今頃になってそんな説

明をされるのですか。 

○杉田教育総務課長 説明がちょっと十分でなかった点はおわびしたいと思います。 

○中西委員 これは大きな経費がかかって、それが市民の負担になるわけですから、私は計画的

な取組が必要じゃないかと。早急にどのくらいの費用がかかるんか、だとすれば、移動式じゃな

くて、空調で整備していくということもあり得るのでは。教育委員会としての計画を示す必要が

あるんじゃないかと私は思います。そこはどうお考えになっておられますか。それは部長が答え

なあかんと思います。本当は教育長が答えなあかんでしょうけど。 

○畑下総合教育部長 断熱についてのまた計画については、一旦この補助金につきましては、今

後そういう工事もしていく必要があるという条件になっておりますので、またそれにつきまして

は、今後そういう計画も立てていかないといけないと思っているところです。 

○中西委員 ただただ不安がいっぱいなことを申し上げて、私の質疑を終わります。 

○石原委員 こちらの予算、９月定例会の補正予算で、年度中途で提案がございまして、その場

合には１億円余りが一般財源で、財源は、御提案で、国のほうの補正予算で新たな補助金、そち

らを財源に充当ということの動きのようですけれども、９月で３月の納品予定で進んでおったも

のが、その国のほうの財源、補助金へというような動きというか、そのようなことになったのは

いつ頃ですか。 

○杉田教育総務課長 交付金につきましては、交付決定というのを受けておりますので、この辺

は大丈夫でございます。 

○石原委員 いつ頃から、動きというか流れ、一般財源で見込んでおったけれど、あっ国の新た
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な交付金２分の１のが出ますよというのは。 

○杉田教育総務課長 時期については、ちょっと申し訳ありません、はっきり覚えてはないので

すけども、たしか１２月に入ってからだったと思います。 

○藪内委員 先ほど中西委員が質問された、交付金を目指してですね、交付金補助を目指してい

ろいろ考えが変わったりするのですが、この交付金によって５０％の補助があると、約５，００

０万円、しかしそのためにはそれに付随する工事が発生する。それが本当に幾らであって、そう

いうことを計算しないと、補助をもらうことがいいのかどうか、そういうことは、やっぱりよく

試算されないといけないと思うのですが、どうでしょうか。 

○杉田教育総務課長 御指摘のとおりかと思います。地方財政措置というものが実はございまし

て、こちらについては元利償還金への交付税措置が５０％ということになっていますので、実質

的な地方負担のほうは２５％というふうになる予定になっています。 

○藪内委員 計算がよく分からなかったのですが、でも実際その断熱工事に幾らがかかるかが分

からないと、それが５，０００万円だろうが２，５００万円だろうが、それを補助していただく

ために何億円も、例えば工事にかかるのであったら、それは補助していただかないほうがいいと

思う。それはどんなでしょうか。 

○杉田教育総務課長 なるべく安価な方法での断熱工事ということで目指してまいりたいと思っ

ております。 

○藪内委員 なるべくではなく、安価な方法でよろしくお願いいたします。 

○尾川委員 関連して、安価、安価と言うけど、もともと体育館の冷房というか、暖房という

か、そういう断熱という問題があると思っていた。スポットクーラーみたいに、目の前にノズル

が出てきて、そこの部分だけなら何とかなる。だけど、体育館全体をエアコン効かすのか、その

辺の考え方じゃと思う。国がするということは、そういう構想の下でやれということと思う。体

育館にエアコンをつけるということについて、スポットでいくんか、それとも全体でいくんか。

全体でいくのなら、そういう断熱効果が上がるような改善をするということが前提になっている

と思うから、それはやらないと。効かんとは思った。あんな大きな建物、スポットクーラーでや

ったって、本当に排気ガスを外に出すようになっていた、図面というか、カタログでは。だけ

ど、そういうのは効果が上がらんから、そういうふうになってきている。ただ、一番聞きたいの

は、備前市として、先行してよかろうと思うとって、やろうという、避難所を兼ねて。ただ、そ

れが国が後追いで来て、補助を出すということで、そのあたりの考え方、要するにもっとタイミ

ングを待って、国の動きを待ってやっていくほうが、要らない労力なのかなと思うて、そのあた

りは担当者として答えられないかもしれないが、ちょっとその辺を、微妙なところを教えてもら

えたらと思います。 

○杉田教育総務課長 御指摘のとおり、せっかくですからなるべく市費のほうを抑えて、国の補

助を使ってやっていきたいというのは、皆さん同じ考えかと思います。こちらほうでも、こうい
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った制度を十分に活用して、こういった事業のほうを進めていきたいと思っています。 

○青山委員 現場のことを聞きたいのですけど、こういったような工事をするとなると、体育館

の使用に制限がかかるんじゃないかなと思いますけど、例えば通常の何か授業をやっているよう

な期間なのか、それとも夏休みとか冬休みを使ってというような形になるのか、その辺はどのよ

うにお考えなのですか。 

○杉田教育総務課長 一番大きな工事は、やはり電源の関係の工事になるかと思います。それ

と、当然授業に差し支えがないようにしたいというのは考えておりますが、長期休業期間中にで

きればと思っておりますが、現在の機材不足の状況からすると、夏休み中はちょっと難しいかな

と正直思っとります。そうした場合、その授業の合間、授業の様子を見て学校のほうとも協議さ

せてもらいながら進めてまいりたいと思っています。 

○青山委員 もともとの計画では、卒業式に間に合うようにということだったと思うんですけ

ど、先日も中学校の卒業式、結構寒いなという声も聞きました。 

 これから暑くなる夏に向けての使用というようなことも考えておられたので、それが夏休みに

工事となると、それまでの期間、暑い思いをするのか、いろいろ現場工夫してやられるのでしょ

うけど、ぜひ現場の学校とも、その辺のところをよくよく相談していただいて、支障のないよう

にということと、早めに設置ができるようにということでお願いしたいと思います。 

○中西委員 私のほうは話をやめとこうと思ったのですけど、今までの話を聞くと、恐ろしい話

で、私自身は今、小・中、一般教室は冷暖房が入っていますし、あと特別教室が少し入っていな

いと、あと体育館については、ぜひ避難所の問題も含めて冷暖房を入れてくれということで私も

一般質問をしたところ、それはしないという今までの見解だったのが、突然このスポットクーラ

ーの思いつきの話から入ってきて、断熱工事もやります。だったら、断熱工事やるなら、スポッ

トクーラーじゃなくて本格的な空調も含めて、私は考えてみるべきじゃないかと、スポットクー

ラーなんて、ある意味ではそんなに私は大きな効果があるものだというふうには思えないもの。

しかし、断熱工事をやるというなら、空調も含めて全体計画がどうなのかと、補助金、あるいは

補助金を使わないほうがいいのかどうなのかも含めた教育委員会のきちっとした、思いつきでな

い計画を出してきてほしいというふうに私は思います。 

○山本委員長 よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、以上で議案第１７号中、総合教育部関係の審査を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

              午前１０時３２分 休憩 

              午前１０時５０分 再開 

○山本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 次に、議案第２号中、総合教育部関係の審査を行います。 
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○畑下総合教育部長 先ほど委員さんからの質問についてお答えしてもよろしいでしょうか、 

石原委員さんの分の放課後子ども教室で、実際４１万８，０００円ほど残っているので、これに

ついては何に使われているのかという問題だったと思うのですけれど、先ほど中西委員さんから

も御指摘のあった学習支援員が大学院生とか使う分の、こちら学習支援員として、当初６年度予

算で単価１，５００円の３時間で、３人３回で４２週、１０か所ということで１，０７１万円計

上させていただいていたのですが、先ほど会計年度任用職員で対応しておりましたと言っており

ましたが、三石に学習支援員さんが１人、今おられまして、その方に行っていただいているの

で、その方が今実質２万４，０００円、時給１，５００円で行っていただいた分だけ支払いが済

んでいるのですが、その方にまた支払う分の残りとして、ちょっと多いですが、これだけの予算

を残しているという状態でございます。 

 あと、中西委員さんのＩＢ教育の負担金についてなんですが、こちらのワークショップが何種

類かございまして、コーディネーターのワークショップとか、それから教科別のワークショッ

プ、それから職員のワークショップ、それぞれありまして、その中で職員のワークショップにつ

きましては８割方、参加をいただいたのですが、ちょっと最初の当初の予算の分については、学

校の職員だけでよかったのが、用務員も職員も含めた人数で予算を上げていたので、ちょっと多

めに予算がこちらのほうが上がっていたようになっていますので、参加していただく職員の８

割、その分の８割は参加していただいたという答弁になります。 

 そういった中で、そういうちょっと当初の予算の計上が大きかった分もあるということで、ち

ょっと残が大変残っているような状態なっていますが、実際に今のところそのワークショップで

使った金額は６８８万円になっております。 

 あともう一つのほうは、バカロレアの会費のことを言われたのですかね、負担金、ではない。 

○中西委員 バカロレアとＤＸが２０万３，０００円あったと思います。 

○畑下総合教育部長 はい。ＤＸは今年度ないとは思うのですけど、こちらはバカロレアのみだ

と思うのですけど。ＩＢだけですね。 

○山本委員長 本日も、所管が記載された予算書を基に進行してまいりますので、御準備くださ

い。 

 まず、歳入から行います。 

 審査の範囲は１４ページから５９ページまで一括で審査いたします。 

○守井委員 ２７ページ、教育使用料、９目の教育使用料で、高等学校使用料です。高等学校授

業料が７４万４，０００円、それから令和７年度は７６万８，０００円ですが、国では何か小・

中・高まで授業料の無料化ってみたいなことを言っているのですけど、これは片上高校の授業料

ですが、これは無料化にしようとかという方向性はあってもいいのじゃないかと思うけど、どん

なんでしょうか。 

○杉田教育総務課長 こちらの予算につきましては、御指摘のとおり片上高校の授業料６４人分
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になります。現時点ではこういった形で予算のほうを上げさせてもらいたいと思っています。 

○守井委員 そういう片上高校の働きながら授業されて、いろんな事情で夜間に授業を受てる方

なので、授業料なんかも免除してあげればいい時代になるんじゃないかということが考えられる

けど、そういう方向性は全然ないと思うけど、その方向性はどんなですか、今のところないです

か。 

○畑下総合教育部長 国のほうでもいろいろ言われておりますが、今後また、こちらにつきまし

ても、今のところちょっと話はまだ出ておりませんが、話を、検討する部分があるのじゃないか

と思っております。 

○中西委員 ３０ページの国庫負担金の保育園幼稚園費負担金、子供のための教育保険給付交付

金、先ほどの補正予算の中で対象が拡大したというふうな御説明を受けたのですけども、そして

補正がなされているけど、この当初予算を見る限り、昨年度の予算とほとんど変わらないもので

すけど、それはそれでよろしいのでしょうか。県の支出金のところを見ても、あまり大して金額

の変化はないのですけども。 

○文田幼児教育課長 予算のほうにつきまして、実績に基づいて算出しておりますので、それと

同時に少し申込み状況のほうが減ってきている傾向がありますので、予算的にはこれで大丈夫じ

ゃないかなというふうに思っております。 

○中西委員 国や県の基準というのは、少し拡大されているけども、申込みの数等々含めてやる

と、このくらいの金額になるということになるわけですか。 

○文田幼児教育課長 もちろん、国の基準に基づいて補助金のほうは算定しておりますので、利

用の数など、そういったところで変更はあると思います。 

○中西委員 ５５ページの総務費雑入のところで、研修助成金というのがあるのですけど、幼児

が２０万円あるのですが、これは何でしょうか。 

○文田幼児教育課長 研修助成金２０万円ですけれども、これは市町村振興センターのほうから

補助金を受けまして、保育教諭の研修を行っているものでございます。 

○中西委員 市町村振興センターから来るのですけど、もともとはどこからこの研修費が来るん

ですか。 

○文田幼児教育課長 こちらのほうは総務課のほうに市町村振興センターのほうから、一般の職

員の研修と同じように補助をいただくものというふうに聞いております。 

○中西委員 私が知りたいのは、市町村振興センターにはどこからお金が来るんでしょうか。 

○文田幼児教育課長 申し訳ありません。ちょっと手元に資料がございません。 

○守井委員 国庫支出金の３２ページ、３３ページ、教育費国庫補助金の中で、教育支援体制整

備事業費補助金、同じように教育支援体制整備事業交付金というのがあるのですが、補助金と交

付金の違いは、どういう違いがあるのでしょうか。３３ページの事務局費の補助金のところで

す。教育支援体制整備事業費です。 
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○文田幼児教育課長 まず、教育支援体制整備事業費交付金のほうですけれども、こちらのほう

は幼児教育の質の向上のための研修支援ということで、文科省の交付金となっております。こど

も園のほうで小学校との接続ということで、そういったものの補助になっております。 

○守井委員 補助金は。 

○谷口小中一貫教育課長 こちらにつきましては、小学校以降の切れ目のない支援体制整備充実

事業という国の事業の補助となっております。 

○立川委員 その続きで、３４、３５で、国庫支出金、国庫補助金のうち、６節の学校管理費補

助金８，０８１万１，０００円ついていますが、公立学校情報機器整備費補助金、それからＧＩ

ＧＡスクール構想支援体制整備事業費補助金、これについて内容等々ちょっとお聞かせいただけ

ますか。 

○杉田教育総務課長 まず、公立学校情報機器の補助金ですけども、こちらのほうは児童・生徒

用の端末の購入費に対する補助になります。まず、児童用端末のほうが単価５万５，０００円、

対象者は１，１８７人、それに１５％の予備機のほうを認められておりますので、合計が１，３

６５台になります。それに対する補助率が３分の２、結果、５，００５万１，０００円になりま

す。 

 続いて、中学校の生徒用端末のほうですが、単価は同じ５万５，０００円で、対象者は６３６

人、１５％の予備機を含めまして７３１台、補助率は３分の２で、結果２，６８１万８，０００

円となります。 

 ＧＩＧＡスクール構想のほうですけども、こちらはネットワークの構成変更費用になりまし

て、ローカルブレイクアウト、それから通信環境の改善のための改修になります。これによりま

して、ネットワーク速度の改善と各学校への引込線の改修をする附帯工事費を見込んでおりま

す。費用のほうが７８８万４，２５０円のこれが１校当たりになります。これが１５校でその３

分の１としまして、３９４万２，０００円を見込んでおります。 

○立川委員 最初のほうの情報機器のほうは、端末というのはタブレットという解釈でよろしい

ですか。それだけですか。 

○杉田教育総務課長 タブレットで間違いないです。 

○立川委員 ３分の２補助ということで、あと３分の１はどういう形かで財源を引っ張ってこな

いかんと思いますので、これは歳出のほうでお尋ねしますが、この補助金について何か条件的な

ものはあるのですか。例えば現在使っているタブレットをどうするとか、当然今使っている端末

もあるわけですから、その辺の条件といったらおかしいですけど、何かそういったものがあるの

でしょうか。それと、そういったものはどういうふうに処理をされるのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 タブレットにつきましては、単価５万５，０００円が上限ということが決

められております。あと、機種の選定につきましては、県のほうで共同調達ということで考えて

おりますので、そういったことでの縛りはあろうかと思います。 
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○立川委員 そういった縛りはあるということなのですが、現在使っとる端末の処分はどうされ

るのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 すいません、ちょっと今手元にその資料がないので、後ほどお答えさせて

いただきます。 

○立川委員 今も１人１台ずつ使っておられると思いますので、８，０００台ぐらいの端末が、

年式が古くなるので、どうなるのかなと。また、お聞かせいただきたいと思います。 

 その下のＧＩＧＡスクール、ネットワークの速度アップということで、これは３分の１しか補

助金が来ないよ。じゃあ、３分の２はどこから引っ張ってくるのかなという思いもありますの

で、これは歳出でお答えいただいたらと思います。終わります。 

○青山委員 ４１ページです。教育費の県補助金の１節学校管理費補助金、部活動指導員の配置

促進事業補助金１９０万８，０００円というふうにありますけど、これ部活動地域移行との関連

というか、そういうものはあるのですか。 

○谷口小中一貫教育課長 当課において予算計上させていただいているものにつきましては、基

本的な授業日のイメージの指導員の方になります。人材は地域移行課とも共有させていただきな

がら進めておるといったところになります。 

○青山委員 じゃあ、通常授業日の部活動の支援員ということですけど、これ何人で、どこに、

どういう種目、どこに配置されていますか。 

○谷口小中一貫教育課長 来年度、今７名の配置を進めたいなと思っております。種目につきま

しては、吹奏楽、それからバスケットボール、アーチェリー、剣道、ソフトテニスといったあた

りを考えております。 

○青山委員 これはまだ学校からの要望といいますか、もちろんこの種目がある学校ということ

になるのでしょうけど、そういったような学校からの要望で、こういう種目を配置するというふ

うになっとんですか。 

○谷口小中一貫教育課長 学校からの要望を受けて、また人材の当てがあるところないところは

ございますが、予算のほうでこのような計上をさせていただきたいと思っております。 

○青山委員 その際に、この種目を見ますと、部活の地域移行とほぼ重なっているというように

思うのですけど、その際、部活動の地域移行、土日についてはまた別の費用ということになるの

ですか。 

○谷口小中一貫教育課長 はい、おっしゃるとおりです。 

○青山委員 部活動の地域移行のほうも、２０２７年までに学校のほうが完了するというような

ことの先日の答弁だったのですけど、それは順調に進んでいるのでしょうか、文化スポーツ部と

学校との連携というのは、どんなんでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 必要に応じて随時、学校と地域移行課、それから当課も関係しながら

話のほうを進めております。 
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○青山委員 そちらのほうよろしくお願いします。 

 続いて、その下ですけど、教育活動支える教師業務アシスタント配置事業補助金、これが大幅

にアップされておると思うのですけど、約４００万円。これについて内容を教えてください。 

○谷口小中一貫教育課長 こちらにつきましては、教員が子供たちと向き合う機会の充実を図る

ための働き方改革を進めるに当たりまして、先生方の事務業務の支援をするための支援員という

ことになります、先ほどの歳入のほうでも触れさせていただきましたが、こちらの範囲が県のカ

バーしていただける範囲が広がったというところで、増額というふうになっております。 

○青山委員 いろんな支援員の方が入られていると思うのですけど、その辺のもうどの学校にど

ういうふうな形で入る、その配置なんかというのも、大体めどがついとんですか。 

○谷口小中一貫教育課長 教師業務の支援員さんに関しましては、全校配置となっております。

その他の支援員さんにつきましても、学校の状態を鑑みながら配置のほうを進めてまいりたいと

思っております。 

○青山委員 その他の支援員というふうなお話があったのですけど、ある学校、聞くところによ

ると、まだそういったような内示というか、そういうのを受けていないということで、支援員の

方がこの時期になって決まってないので、もし採用されなかったら、今後の就職をどうしようか

というようなことで、物すごく不安に思われているようなところもあるのですけど、それについ

ては、うまいように進んでいるのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 ちょっと手続が遅れていますが、それについても進めていきたいと思って

おります。 

○青山委員 図書館の司書、各校の、これも決まってないということで、校長先生なんかはちょ

っとどうなるかなというようなことを思われております。これについてはうまく進んでいるんで

すか、どんなんですか。 

○畑下総合教育部長 そちらにつきましても、同じように進めていきたいと思っております。 

○青山委員 もう新年度を迎えるこの時期なので、各校、必要なそういう人員の配置について

も、計画されると思うのですけど、本当早急に進めていただきたいと思うのですけど、進まない

理由は何があるのですか。 

○畑下総合教育部長 事務手続なことが遅れているということで、早急に進めてまいろうと思っ

ております。 

○青山委員 何か特別な理由があるのですか。 

○畑下総合教育部長 特別な理由はございませんが、ちょっと手続が遅れているという状態でご

ざいます。 

○青山委員 本当に現場は切実な問題を抱えていると思いますし、例えば生徒支援員につきまし

ては、不登校の生徒、あるいは心身に何か問題のある生徒なんか、親御さんも非常に心配されて

います。せっかく、人間関係ができて、信頼関係ができた、そういう支援員の方に引き続き見て
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いただけるかどうなのか、そういったこともありますんで、ぜひ早急に、あしたにでも、配置の

ことをお願いしたいと思います。 

○立川委員 ４４、４５ページ、県支出金の県委託金、教育費の県委託金で、３節の教育研修諸

費委託金６３３万９，０００円ついているのですが、その中で小学校における長期欠席不登校対

策システム化推進事業委託金という項目で、６０１万２，０００円上がっているのですが、ちょ

っと内容等々お知らせいただけたらと思います。 

○谷口小中一貫教育課長 こちらにつきましては、県の事業ということになりますが、学校に登

校しにくいお子さん、それから登校したけれど、なかなか教室に入りづらいお子さん、そういっ

た方の支援をするという支援員さんをお願いしている事業になります。 

○立川委員 支援員さんは、この予算では何名ぐらい予定されとるんですか。 

○谷口小中一貫教育課長 ６名、今計画しております。 

○立川委員 それは常駐でその該当の小学校もしくは教育委員会にいらっしゃって、要請がある

ときだけ、どういう使い方をされる。 

○谷口小中一貫教育課長 １日何時間というような勤務体系というふうになっております。例え

ばですが、朝の集団登校のときに一緒に付き添ってというような方も中にはおられます。それか

ら、お子さんが学校に来られてから数時間、そういった教室になかなか入れない子供に寄り添い

ながら、ほぐしていくような支援をされる方なんかも含まれているという、そういう内容になり

ます。 

○立川委員 これはただし書で、小学校における事業ですが、中学校、それからこの前もそうで

すが、ほかの学校関係はどういう扱いがあるのでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 中学校は、一緒に登校支援といいますか、付添い登校といったような

ものはございませんが、今配置させていただいとります教職員をもって、例えばですが、別室で

の対応を行ったり、それぞれの家庭と連絡を取り合ったりっていうようなことなんかもしておる

といったような状況であります。 

○立川委員 中学校で見てみますと、やっぱり御家庭の方、保護者ひっくるめて付き添っていっ

ておられる状況、課長御存じだと思いますけど、そういった方たちは支援員に当たらないという

判断だと思うのですが、何かそういう毎日行くの大変よっていうお話も聞きますので、そういっ

た事業があれば、ぜひまたお願いします。これはお願いで結構です。 

○石原委員 ５４、５５ページの雑入のうち、こども園児給食費徴収金、園児給食費徴収金６５

万８，０００円ございますけれども、これの内容、お見込み、お聞かせいただければと思いま

す。 

○文田幼児教育課長 こちらの園児給食費の徴収金につきましては、広域利用で備前市の園を市

外の方が利用したときに発生する給食費の負担金となっております。 

 大体４，９００円が１年間を見込んでおります。あとは、土曜保育などで給食を利用された負
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担金などでございますので、そうしたところの歳入と思っております。 

○石原委員 これには土曜の保育の給食の負担金も含まれますよということ、ありがとうござい

ます。 

 それから、その下の職員給食費徴収金でございますけれども、これ４，７８７万８，０００

円、昨年度の当初が４，１４８万８，０００円、６００万円余り増額かなと思うのですけども、

それから明細で幼児教育課分が１，７１１万円ですよ、それから教育総務課分が３，０７６万

８，０００円ですよという御説明もこちらございますけれども、増額になっとられるというの

は、単純に給食費の負担の単価が上がってきとんか、それからＡＬＴさんの大幅増員などがここ

へ影響されとんか、そのあたりちょっとお聞かせいただければと思います。 

○杉田教育総務課長 それでは、まずは教育総務課分から申し上げます。 

 教育総務課分につきましては、教職員とそれから調理員、それから要保護教育扶助の方の児

童・生徒分の給食費となります。小学校が３３７人、中学校が１４５人、単価のほうが、小学校

が３００円から３２０円、中学校が３４０円から３６０円、それぞれ上がっているという面が大

きいかと思います。 

○石原委員 単価も上がっていますということと、小・中学校のＡＬＴの先生方の分も教育総務

課分に含まれておるということなのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 教職員ということであれば、含まれていると思います。 

○石原委員 一応小学校、中学校それぞれの単価をお示しいただきましたけど、こども園の先生

方って、御負担いただくような徴収金ってどれぐらい先生方は御負担されているものなのでしょ

うか。 

○文田幼児教育課長 こども園の先生方は月６，６００円となっております。パートとか短時間

の方によりましたら、１食ずつの負担になる方もいらっしゃるのですけれども、１食３３０円と

計算しております。これは昨年度と変わっておりません。ただ、こども園のほうにつきまして

は、実習生などの受入れも行っておりまして、そういった方が給食を取られたときには、ここの

徴収金で払っていただくようにはなっております。 

○石原委員 ５６、５７ページの民生費雑入のうち、一時保育利用者の負担金２９５万円計上さ

れておりますけども、こちらのお見込み等をお聞かせいただければと思います。 

○文田幼児教育課長 一時保育につきましては、１日利用で２，０００円、それから半日で１，

０００円となっております。実績による見込みを出しておりまして、１日２，０００円のほうは

１，４００回、それから半日１，０００円のほうは１５０回というふうに見込んでおります。 

○山本委員長 ほかに質疑はありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、歳出に移らせていただきます。 

 審査の範囲は６０ページから１００ページの３款民生費、２項老人福祉費までを審査対象とい
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たします。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次に、１００ページの３款民生費、３項児童福祉費から一応１０８ページの児童福祉費までを

審査いたします。 

○森本委員 １０４、１０５ページの保育幼稚園費の１８節の備品購入費のところで、資料では

こども園のそれぞれ備品購入が上がっているのですけれども、避難車のほうが２つ上がっている

と思うのですけど、勉強不足で申し訳ないですけど、お散歩カーと避難車と、これどういう違い

があって、実際のところ、避難車で上げられた理由と、それとこれ各園にどれぐらい配置という

か、そろえられておられるのか、ちょっと教えてください。 

○文田幼児教育課長 避難車となっておりますけれども、いわゆる保育用のお散歩カーになって

おります。これは各園必ずあります。ゼロ歳児、１歳児、２歳児、小さなお子さんが利用するも

のですので、必ずあります。老朽化した園に購入する予定になっております。 

○森本委員 １台ずつということは、配置されているという考えでよろしいのでしょうか。 

○文田幼児教育課長 規模の大きな園では２台、３台とあるところもあります。 

○中西委員 １０４ページの講師謝礼ですけども、去年が２０万５，０００円、ここで１０３万

６，０００円と、この増額の講師謝礼の理由についてお聞かせ願えますか。 

○文田幼児教育課長 こちらの講師謝礼につきましては、昨年度は委託料でお願いしていた心理

士の先生の巡回相談や、そういった先生のものを講師謝礼として報償費で上げさせていただいて

おります。予算上は委託というよりは、報償費のほうが適切であるとの判断でこちらに移ってお

ります。 

○中西委員 その下の旅費、普通旅費がここで少し多く出てくるのは、これはどんな理由になる

のでしょうか。 

○文田幼児教育課長 ６年度より保育園が全て認定こども園になりまして、予算のほうは保育園

費とそれからこども園のものが昨年度と比べて違ってきているところにはなるのですけれども、

全体で言いますと、研修旅費とか、普通旅費、それから遠足の旅費や、そういったようなところ

が増えてきているところです。 

○中西委員 １０４ページの役務費のところで、通信運搬費が昨年１９万５，０００円、今年度

が４４７万円、思い切ってここ上がっているのですけど、何か理由があるのでしょうか。 

○文田幼児教育課長 通信運搬費につきましては、電話代とか、５Ｇの通信料とか、そういった

ものになっております。全体的に単価も上がっておりますので、そういったところで上がってき

ていると思っております。 

○石原委員 今言われたページの保育幼稚園費の中の需用費の何か消耗品費が学用品、保育材

料、そちらでよろしいのですかね。これ申し訳ございませんが、さっきの一般質問でも教育長が

お答えいただきましたけれども、あらかた子供さんの単価といいますか、積算根拠といいます
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か、そちら御説明いただければと思うのですが。 

○文田幼児教育課長 需用費の中には、保育材料費、それから賄い材料費等ございます。保育材

料費については、教材費です。一般質問で御質問のあった給食の費用については、賄い材料費と

いうことです。こども園では、３歳未満の方が３７５円、３歳以上が２５０円ということになっ

ております。 

 １食当たりの金額ですけれども、３歳未満の方は、体が小さいのでおやつが２回ありまして、

給食に汁物が必要ということで、少し高くなっております。 

 学用品につきましては、３歳未満が月１，４９８円、それから３歳以上が１，７５８円、そう

いったところで予算を組んでおります。 

○石原委員 下のさきにお答えいただいた賄い材料費、こちら昨年度より約３００万円ほど増額

になっとんかなと見てとりましたけれども、先ほどおっしゃっていただいた３歳未満と３歳以上

のところ、単価ですね、お答えいただきましたけれども、これもさきにあった小・中学校、それ

ぞれ２０円ずつ、一応増額で見込まれておりますけれども、こちらがこども園の子供さんのこち

らの賄い材料についても、幾らか上乗せというか、６年度に比べて７年度は加算されていますと

いう捉えでよろしいのですか。 

○文田幼児教育課長 こども園につきましては、前年度並みで計算しております。少し子供の入

園の申込みの数も減ってきておりますので、予算的には足りてくるのではないかなというふうに

は思っております。 

○石原委員 前年度並みということで、単価については。もろもろあらゆる食材も物価高騰の波

を受けておりますけれども、さほど現場の先生方というか、栄養士の先生方、食材の調達につい

てはここまで、これぐらいでしっかりと調達といいますか、さほどこれぐらいで大きな影響はな

いですよというところでよろしいのでしょうか。 

○文田幼児教育課長 栄養士のほうで献立を立てて食材の調達のほうもしております。園のほう

も児童福祉施設における食事の摂取基準というものがございますので、それに基づいて給食のほ

うを提供しております。物価高騰でいろいろ難しいことも生じてくるのは予想されますけれど

も、今のところこの予算でいけるのではないかと見込んでおります。 

○石原委員 しっかり状況も鑑みていただいてということで、それから委託料のところで、一番

下のところへ、先ほど補正でも出てきましたが、保育所等の広域入所運営費委託料、１号さんと

２号、３号さんに分けてございますけれども、こちらは市外の方が市内の保育所を利用されると

きで、市内の方が市外、積算根拠出ておりますが、どういう形で委託料はお支払いされるものな

のでしょうか。 

○文田幼児教育課長 保護者のお仕事の都合等で、お勤め先に近い保育園とかこども園の入園を

希望される方が利用する制度になっております。 

 通われる園によって金額が違いますし、行かれる保護者の家庭状況、所得とか、そういったも
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ので公定価格に基づいた個人の負担金というものが決まっておりますので、そういったところで

入園見込みの予算のほうは算出しております。今現在も行かれている方がいらっしゃるので、継

続してそこの園を利用することを見込んでおります。 

○石原委員 ちなみに、それぞれ御利用になられとる子供、何人ずつぐらいおられるのですか。 

○文田幼児教育課長 ４歳児が２名、それから１歳児が１名、３歳児が１名、４名です。 

○尾川委員 １０５ページの保育幼稚園費の委託料で、職員研修委託料が、ちょっと下がっとる

ように思います。何か思惑というか、そういう計画でもってこちらの職員研修委託料を下げとん

かどうかというのを、教えてもらえたらと思います。 

○文田幼児教育課長 先ほど申し上げました巡回の講師ですね、その方の前年度は委託料でお願

いしていたものを、報償費へ移っておりますので、その分が減ってきていると思っております。 

○尾川委員 特に大きな職員研修と言うたら言葉が、偉そうな言い方しとんじゃけど、大幅な変

更がなったというのですか。 

○文田幼児教育課長 大きく職員研修を減少させたりとか、内容を変えたりとか、そういったこ

とではございません。 

○中西委員 １０５ページの１１の需用費ですけども、昨年から見ると、ここは５０万円ほど減

額になっていますが、昨今の光熱水費の値上がりからして、これで大丈夫なのでしょうか。 

○文田幼児教育課長 需用費の中には、消耗品費とか、燃料費、いろんなものが含まれておりま

す。御心配のとおり、物価高騰によりまして予算が不安なところもございますが、子供の入園の

数も減ってきておりまして、このぐらいで大丈夫かな、そこを見込んでの数字になっております

ので、大丈夫かなと思っております。 

○中西委員 子供の数が少なくなることによっての光熱水費が安くなるというのは、なかなか難

しいのじゃないかなと。例えばワンルーム、３０人が２０人になったとしても、ワンルームを冷

暖房かけるには変わりはありませんので、そういう点では人数によって光熱水費がこういう施設

の場合に安くなるというのは考えにくいような気がするのですけども、いかがでしょうか。 

○文田幼児教育課長 そういった部分については、前年度と同様か、もしくは少しかかってくる

のかなというふうには見込んでおりますが、保育材料費であったりとか、事務費であったりと

か、そういったものについては、多少前年度よりは抑えられるのではないかなというふうに思っ

ております。 

○中西委員 光熱水費というのは、そういうものも入るのですか。 

○文田幼児教育課長 光熱水費につきましては、園の運営に伴うものなので、お子さんの人数で

変わるというものではないとは思っております。ただ、需用費全体で見ましたら、そういった消

耗品とか、そういったところでは予算のほうが抑えるところができるのではないかなというふう

に思っております。 

○中西委員 例えば需用費の消耗品費は、昨年が１，６１５万円、今回６０万円ほど上がってい
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る。消耗品で抑えるといっても、ここは上がっているのです。需用費全体は昨年から見ると、大

体４００万円ぐらい上がっているのですよね。 

○文田幼児教育課長 消耗品につきましては、ＡＬＴの研修材料費、こども園のほうでＡＬＴが

壁面にその作ったものを飾ったりだったりとか、簡単な教材などを作ったりしますので、そうい

ったもので消耗品などがたくさん必要にはなってきているので、そこは予算のほうがプラスにな

っております。 

○中西委員 あまり細かいことを言いませんけど、ここは必要に応じて補正はしていただいても

いいのじゃないかなと思っています。 

 あと、下の委託料のところでのこの委託料が、昨年度全体から見ると、２００万円ほど上がっ

ている。警備委託料、これが昨年度は１６９万円でしたけども、今回はここが４０万円弱増えて

いるのですけど、何かこれは理由があるのでしょうか、それともこれは備前市全体で一括でやっ

ているから、ここの担当課では分からないようなものなのでしょうか。 

○文田幼児教育課長 単価のほうが若干上がっているように思われます。こちらのほうも警備会

社への委託ということになっておりまして、全体で予算というのは決まっているので、そういっ

たところで統一しています。 

○中西委員 １０６ページの委託料のところで、放課後児童クラブ事業委託料ですけど、これは

８０万円弱ぐらい増えているのですけども、子供がここでは増えるというふうに見込んでおられ

るのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 こちらについては、子供が増えるということで上がっていると思います。 

○中西委員 何人ぐらい増えるのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 ４０人ぐらいです。 

○中西委員 その下の１５番の工事請負費、施設整備工事ですけど、これはどういうものを予定

しておられるのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 こちら伊部の放課後児童クラブの建物について外構工事を行うための工事

費でございます。 

○中西委員 伊部のは今できていますよね。去年できて、外構工事って、僕はあれで終わりかな

と思っていたのですけど、何をされるのですか。 

○畑下総合教育部長 入り口のところの軒先がちょっと狭くて、雨が降り込んでくる状態になっ

ておりまして、そこのところを改修する。 

○中西委員 もともと建てるときのミスだったのじゃないですか。それを一般には外構工事とは

言わないのでは。 

 例えばさつき苑という老健ができた。できて、職員の入り口の上に屋根がなかった。だから、

降り込むから、後で屋根をつけた。それは外構工事とは言わなかった。 

○畑下総合教育部長 外構工事とは言わないかもしれないですけど、そういう工事でございま
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す。 

○中西委員 しっかり建物を建てるときには、幾ら晴れの国といえども、やっぱり雨は降ります

から、雨が降り込まないようにしていただきたいなというふうに思います。 

 続けて、１０８ページの委託料、測量調査設計等委託料で１００万円が出ているのですけど

も、これはどこでどのような目的で測量調査設計をされるのでしょうか。 

○文田幼児教育課長 これにつきましては、香登認定こども園に係る委託料となっております。

香登認定こども園については、令和５年度に測量設計委託料として７５０万円を、令和６年度に

繰り越して今年度に至っているのですけれども、方向性のほうがまだ定まっておりません。検討

会議ということで、学校評議員さんとか、そういった方たちのメンバーで会議体をつくっており

まして、そこで使う資料を作成するための委託料です。 

○中西委員 その残り７５０万円は何に使うのですか。 

○文田幼児教育課長 ７５０万円のうち、５６３万円(後刻「５６万３,０００円」に訂正)につ

きましては、地域での説明会でとか、そういったところの資料を作成するために使っておりま

す。これは令和５年度からの繰り越すので、残りの部分については、新年度に繰り越すというこ

とはできませんので、継続して進めていくための予算となっております。 

○中西委員 何という、これまでの説明会の資料で５６３万円も使った。信じられないな、資料

だけで、その何か大きなモデル、何か模型でも作られたのですか、紙代だけで５６３万円もかか

っているのですか。 

○文田幼児教育課長 設計等の委託料になっておりますので、複数のプランをつくっておりま

す。その中でお示しできるような図面とか、そういったものを作成しております。 

○中西委員 分かりました。大変そういう設計委託料というのが、いかに無駄に使われたんかと

いうことだけよく分かりました。 

 今回の１００万円ですけども、全体の会議の中でいろんなことをされるということですけど、

その１００万円の内訳はどういうふうな積算の根拠になっているのでしょうか。 

○文田幼児教育課長 こちらにつきましては、建物の延べ面積、見込みの延べ面積とか、そうい

ったもので人件費から出しております。 

 それから、業者のほうからも見積りを取りまして、参考とさせていただいて、算出しておりま

す。 

○中西委員 大体幾らずつぐらいでしょう。 

○文田幼児教育課長 市の技師の算出によります人夫賃といいますか、人件費としては１００万

円ですけれども、業者からいただいている見積りによりましたら、５３万円ぐらいで適地検討業

務ということで、計画概算、事業費の概算とか、メリット・デメリットの比較など、そういった

ものをお願いしようと考えております。 

○中西委員 その会議自体は、この７年度は何回ぐらい行われる予定なのでしょう。 
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○文田幼児教育課長 検討会議のメンバーが、学校評議員さんであったり、民生委員さんであっ

たり、ＰＴＡの役員さんであったり、そういったメンバーになっております。ふだんのお仕事と

いいますか、そういったところに支障のない範囲で進めていきたいなと思っているのですけれど

も、会議の内容によっては、回数も必要になってくるかもしれないですし、順調に進めば、そん

なに出てきていただく必要もないのかなというふうには思っておりますが、そういったあたりも

含めて会議の中で進めてまいりたいと思っております。 

○中西委員 なかなか何回というのは難しいかも分かりませんけど、でも一応担当課として心積

もりは、年３回か４回ぐらいは考えておられるのでしょうか。 

○文田幼児教育課長 担当課では、年に３回か４回ぐらいはできればいいかなと思っておりま

す。ただ、会議の内容にもよってくるのかなというふうになりまして、ちょっと御足労かけます

し、メンバーが、お仕事を持たれている方とか、いろんな役を持たれている方ですので、スケジ

ュールの調整というものがとても難しい状況になっておりますので、そういったあたりも含めて

検討していきたいと思います。 

○石原委員 先ほどの委託料ですけれども、ここでは１００万円計上されて、それからこれまで

の経緯のところで、令和５年度から繰り越された７５０万円のうち５６３万円でよろしかった。 

○文田幼児教育課長 すいません、間違いです。５６３万円ではなくて、５６万３，０００円で

した。申し訳ございません。 

○石原委員 １００万円の新年度の７年度のほうですけれども、これ可決をされた後について

は、業務委託ですので、今年度５６万３，０００円で図面を描かれたり、設計をされたり、そう

いう業者さんに引き続き委託をというような形で考えておられるのでしょうか。また、改めてと

いうことでしょうか。 

○文田幼児教育課長 本来でしたら、今年度にそれもできたらよかったのですけれども、ちょっ

と今からでは、年度内にそれが出来上がることもないですし、会議のほうもまだ１回しか検討会

議のほうできておりません。この３月の末にもう一回検討会議のほうを行う予定にしております

ので、そういった中で具体的にどういった検討資料が必要なのかというあたりも、御相談させて

いただけたらと思っておりますので、その後になると思います。 

○石原委員 その会議の話にも及びましたので、もういよいよ年度末ですし、多くの役員さんな

り、メンバーの方々も年度替わりで、大幅なメンバーも交代ございましょうし、そのあたりもし

っかり、どういった方々が加えられればいいのか、これは正解がなかなか分からんですけれど

も、そのあたりもしっかり慎重に歩を進めていただければなというふうに思います。 

○山本委員長 暫時休憩します。 

              午前１１時５８分 休憩 

              午後 １時００分 再開 

○山本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 
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○文田幼児教育課長 午前中、中西委員から御質問のありました市町村振興センターの財源です

けれども、こちらのほうは宝くじの収益で運営されているということでございます。総務課のほ

うでの負担、市の負担金というものはないということでございます。 

○山本委員長 ３款民生費、３項児童福祉費の件で質疑はございますか。 

○中西委員 １０８ページの委託料の測量調査設計等委託料ですけども、中身についてはお伺い

をしたわけですけども、これを上げてくるということは、こども園をどこかに移転をして新たに

建てるということですか。 

○文田幼児教育課長 香登の認定こども園については、そういった計画で現在も進めておりま

す。委員さんからの一般質問等で質問もあったときにも市長のほうから回答があったように、ぶ

れずに進めていきたいというふうな回答があったと思いますので、継続して進めていきたいとは

考えております。 

○中西委員 その場合には、大内も含めて一緒にしてしまうという考えですか。 

○文田幼児教育課長 基本的には、小学校区に一つのこども園ということで進めてきておりま

す。大内の現在分園になっておりますけれども、そちらのほうと香登のこども園と本園とを一体

的にするべきではないかなというふうには考えております。 

○中西委員 場所については、例えば面積でいえば、大内のほうが広いかな。そこにするという

ような考えでもない。新たにいろんなところを探して検討するということですか。 

○文田幼児教育課長 現在の案では、３か所程度を思っております。その中には、現在の本園の

香登のこども園のところも入っています。大内については、土砂災害警戒区域になっております

し、ちょっと奥まったところにございますので、大内の建物を継続して使うという案は、今のと

ころその中には入っておりません。 

○中西委員 その３か所を一応、候補地として適地かどうかを決めていくというのがこの１００

万円なわけですか。ちなみに、その３か所だけちょっと私は教えていただけたらと思うのですけ

ども。 

○文田幼児教育課長 現在の香登認定こども園があります場所と、それから小学校のプールの場

所、それからあと旧香登幼稚園のその３か所を検討しております。 

○山本委員長 ほかに質疑はございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次に、１０８ページの３款民生費、４項生活保護費から１５４ページの９款消防費、１項消防

費までを審査対象といたします。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次に、１０款教育費、１項教育総務費、１５４ページから１６０ページ、１６１ページの教育

総務費までを審査範囲といたします。 

○尾川委員 谷口課長にちょっとお聞きしたいのですけど、全体的な話なのですけど、今回の予
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算で、特に気になっているのが、学力テストの結果をどういうふうにお考えなんかという、私も

一般質問か何かで取り上げてやったこともありますが、平均的な話で、私らはただ備前市と近辺

の自治体との比較を見たときに、少し数字的に劣るという、平均値が劣るということですけど、

そのあたり今回の予算でどういうところに重点を置いて向上策について工夫されとんか、その話

をちょっとまずお聞きしたいです。 

○谷口小中一貫教育課長 まずは、落ち着いた学習環境を整えないといけないというところもご

ざいますので、人材的なところでいいますと、会計年度任用職員の方の配置というところ、それ

からあと研修といったあたりのところで、教員の研修を通じて、また子供たちに還元できること

もあるというところで、教員研修のあたりも入れさせていただいております。 

 その教育研修の中には、当課だけでなく、教育政策課の者も入ってくるかなというふうに思い

ます。 

 そういったあたりで、まずは先生方、子供たちとで落ち着いた環境となるような人的な配置、

それから先生の研さんが積めるような機会の充実を通して、子供たちの教育に還元してまいりた

いというふうに思っております。 

○尾川委員 それで、一般質問でも市長にお尋ねしたのですが、県の方針と備前市の方針との整

合性というか、ある程度乗ってやっていくと、当然裏づけのお金がついてきとるはずですから、

そのあたりで岡山県の課題を見たときに、まずはそういう会計年度職員の報酬というか、要する

に先生の配置を考えておられるということで、問題解決の一つとして捉えられとるというふうに

理解したらいいのですか。 

○谷口小中一貫教育課長 そういった子供たちが落ち着いて学習に取り組んだり、魅力ある学校

として登校したいというふうに思えるような、そういう環境整備の一つに、人的な配置というも

のも重要だというふうに捉えております。 

○尾川委員 ＣＢＴのテストが今度学力テストの中へ入ってくるというふうに、私は理解しとん

です。そのあたりの予算というのは、特に対策として上げられとるということはないのですか。 

○谷口小中一貫教育課長 市の予算では上げておりませんが、県の事業のほうで、全く同じタイ

プかどうかはまだちょっと全てが明らかになってないところもありますけれど、端末を活用した

テストに回答するとか、問題を解いてみるといったようなものがございまして、それに取り組ん

でおるというところでございます。 

○尾川委員 特に県のほうでは、家庭学習ということを重点に置いとるということです。市とし

ては、そのあたりなかなか家庭での勉強というのは、非常に取り組み難いというんか、非常に難

しい問題ですけど、何かアプローチされるという考えはないですか。 

○谷口小中一貫教育課長 授業と家庭学習の連動性といったところは、学校とも共有して、どう

いう形が授業と家へ帰ってからも、より個の学びを深めるようなものになるかといったものは、

協議をしておるところでございます。その中の一つとして、帰る前に帰りの会とか、帰りの会の



- 29 - 

ショートホームルームとか、そういったところでスケジュール、今日帰ってから一人一人の子供

たちがどういう時間を計画して家庭学習に取り組むかといったようなものを取り組んだりですと

か、スケジュール管理に取り込んだりですとか、それから端末の持ち帰りによって、ＡＩドリル

の活用で、それぞれの学びたい、学びを伸ばしたいようなところに触れていくっていうような、

そういう仕組み、環境づくりに今努めておるところです。 

○尾川委員 他の自治体で塾に力を入れるということで、塾、今まなび塾とかで、取組はあるの

ですけど、私も前の教育長にはまなび塾をもっと充実して、塾へ行く子供を、塾の代わりにまな

び塾でやるぐらいにやったらどうかという提案もしたことがあって、力入れるというふうな話も

あったのですけど、どうも一緒に遊ぶと言うたら言葉が悪いけど、そんなほうになって、本格的

に学習塾というふうなことではないような感じがあるんですけど、その辺最後に所見を述べてい

ただけたらと思います。 

○谷口小中一貫教育課長 まなび塾ということになりますと、生涯学習課ということにはなりま

すが、生涯学習課のほうでも、基礎基本の内容、学習に関すること、それからもっと広い捉えで

の学びというところで、体験活動の充実といったものが計画的に取り組まれているというふうに

は聞いております。基礎基本の部分も含めて子供たちにより一人の人間として成長していく中で

の学ぶ力であるとか、学力といったものは、まなび塾のほうでも補完が部分的になされていると

いうふうに私は考えております。 

○守井委員 事務局費の１３節の委託料のところの国際交流等業務委託料２億８，３９６万５，

０００円の事業ですが、これが今までいろいろお話があった事業のことだろうと思いますが、新

規事業ではないＡＬＴの拡充策ということだろうと思うので、新規事業に入ってきてないのだろ

うと思いますけれども、そのあたりの全体概要みたいな形の、例えばこの間の委員会のほうでお

話がございましたけど、採用までの期間が短いとかということもあるかと思うけど、全体のこの

事業のこの予算の内訳と併せたタイムスケジュール的なものが分かる範囲でお答えできればあり

がたいと思います。 

○畑下総合教育部長 こちらの国際交流の業務委託料、内訳としましては、生活支援に係るもの

とか、それから外国語指導に関わるカリキュラムを作っていただくとか、それから国際交流事業

の補助、それからＡＬＴ配属先と教職員の連携とかの支援業務、それからＡＬＴの指導力向上に

係る研修とかを計画しております。 

 大体１人当たり３７０万円ぐらいを見込んで計上させていただいております。 

 それから、今のスケジュールに関しましては、今、包括連携協定におけます業者のほうから、

フィリピンのほうから来ていただく方の入国手続の支援とか、居住地の確保とかの支援を行って

いただいております。 

 居住地については、各小学校区へ居住していただくような準備をしていただいております。 

 それから、入国というか、採用に関しましては、この３月２１日に議決が取られましたら、そ
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の後、そのあっせん業者のほうから紹介していただいた方を面接等行って、採用決定をしてい

き、それからこちらのほうから３月２６日に入国予定でございます。 

 それと、今後入ってでございますが、学校のほうとも協議をしておりますが、一応、１か月ぐ

らいの間はこちらの研修期間として、いろいろこちらのことの状況も知っていただくということ

を行いまして、５月に入ってからの各学校配置を予定しております。 

○守井委員 生活支援とか国際交流とか指導力とか、何とか何とかでしとられて３７０万円とい

うのを見積もっとるというようなことですけど、その内訳、トータル金額じゃなくて、１人当た

りが３７０万円で、７５人を予定しとるというて、その３７０万円の内訳が今さっき言われたこ

とでしょうか、その内訳というのは分かるのでしょうか、分かる範囲で。 

○畑下総合教育部長 申し訳ありません。ちょっと個々の内訳については。 

○守井委員 分からない。 

○畑下総合教育部長 はい。 

○守井委員 それぞれ来られた方が、小学校、中学校で分かれていくわけですが、それがどこへ

どなたが行くかというような話のところは、どういう具合な配属を考えておられるのですか、本

人の希望によるのですか、それとも。 

○畑下総合教育部長 今こちらで、現に行っているＡＬＴの方が会計年度職員では１０名おりま

すので、そちらの方と、それから今度派遣していただく７５人の方、合わせて８５人で各小学

校、中学校、こども園のほうへ配置してまいります。 

○守井委員 それはもう事務局のほうで適性を見て判断していくような格好で配属していく予定

にしているのですか。 

○畑下総合教育部長 こちらのほうで適性を見て配置していく予定でございます。 

○守井委員 学校教育現場の中に多くの人が入ってくるということで、ＡＬＴ業務であるわけで

すけど、その前にまず学校の指導者ということになってくると思いますから、いろんな子供たち

や生徒に対していろんな指導ができれば一番いいと思うのですけども、そのあたりの業務みたい

なもの、多少関わってもらうような話になるのでしょうか、そのあたりいかがですか。 

○畑下総合教育部長 外国語助手として入ってきますが、学校の支援関係とかも行っていただく

ようにお願いしようと思っています。 

○石原委員 委託業務については分かりました。これがもし可決されますと、委託業者の選定、

決定というのはどういう形で行われるのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 こちらにつきましても、可決されましたら、公募をかけまして、選定して

いきたいと思っております。 

○石原委員 可決が３月２１日でしょうけれども、それから可決されましたら公募されて、３月

２６日には何か、もう皆さん方、入国の予定と言われたのですかね、５日後には。公募期間って

どれぐらい取られるのですか、こういう委託では、見込んでおられるのは。 
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○畑下総合教育部長 １週間ほど見ております。 

○石原委員 あくまで予定でしょうけど、３月２２日、最短で公募をかけられて、２週間程度、

３月２９日、曜日は分かりませんけれども、それぐらいまでの公募、それからプロポーザルです

か、これは。 

○畑下総合教育部長 公募型のプロポーザルで行おうと思っとります。 

○石原委員 これもあくまで想定ですけど、公募が締め切られた後、審査、業者決定、どれぐら

いの流れで想定をしとられるのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 ４月からなので、それまでに間に合うように行っていきます。 

○石原委員 そのスケジュール感をお聞きしただけで、もうあまりにも過密だなというのを実感

したわけですが。報酬、給料、職員手当、旅費、費用弁償等々も含まれると思うのですけれど

も、これ８５名のＡＬＴの方の人件費を含んだ予算ということで、ＡＬＴさんは８５名分がこの

中に入っていますよということでよろしいですか。 

○畑下総合教育部長 はい、８５名分が入っております。 

○石原委員 先ほどのあまりに過密スケジュール等、来られる職員の方の質の担保や、そのあた

りを含めて、大いに疑念も感じるところですけども、選択肢の一つとして、８５名はいかがなも

のか、現状のこども園１０名、小学校１０名、中学校５名、この状態に戻すような修正案も考え

得るわけですけれども、そうなった場合に、これら経費からどの費用をどれだけ削除すれば、現

状の現行の２５名分の費用となるのかというところをちょっと、内訳、これ事前にあらかたお伝

えはさせていただいとったと思うけれども、お教えいただければと思います。 

○畑下総合教育部長 今の２５名分にいたしますと、人件費費用は１億６，３２５万２，０００

円ぐらいです。 

○石原委員 くらいとかじゃなくて、それから人件費でとかじゃなくて、どの費用、費目をどれ

だけというところでお答えお教えいただけますか。 

○畑下総合教育部長 概算ですが、報酬が７，０２６万１，０００円、期末勤勉手当が１，８５

９万１，０００円、共済費の共済費負担金が５２５万４，０００円、共済費事務費負担金が１８

万６，０００円、社会保険料が８４１万９，０００円、旅費が３７４万８，０００円。先ほどの

委託料につきましての委託対象者が、委託料につきましては７５人の委託料になっていますの

で、こちらから１５人分行きますと、委託料につきましてが５，６７９万３，０００円になりま

す。 

全て足しましたら、１億６，３２５万２，０００円。 

○石原委員 お答えありがとうございます。先ほど言われた、合計で１億６，３２５万２，００

０円、これが追加となる方々の費用ということで。 

○畑下総合教育部長 これが２５名にした場合の金額です。 

○石原委員 これが２５名ですか。 
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○畑下総合教育部長 はい。 

○石原委員 先ほどおっしゃった金額が２５名分の金額がそれだけ。それから、委託料について

は、２５名分のうち。 

○畑下総合教育部長 １０名は現在のＡＬＴなので、こちらの。 

○石原委員 １０名はあれだから、１５名分が。 

○畑下総合教育部長 はい。 

○石原委員 歳入のほうになるが、これ財源については、交付税措置もなされる旨、やり取りご

ざいましたが、これはお一人当たりで換算されるんか、どれぐらいが交付税措置されるという。 

○畑下総合教育部長 １人当たり４２０万円(後刻「４８０万円」に訂正)を見込んでおりますの

で、こちらは今の１０名はこの措置を見込んでいないので、１５人分で７，２００万円の交付税

措置の見込みでございます。 

○石原委員 可決された後、８５名の方が来られた場合、原則では、そのときにお一人、ざっと

４２０万円というところで、算定されるということで。 

○畑下総合教育部長 来られるのは７５です。 

○石原委員 今、１０人おられるから、一旦分かりました。 

○中西委員 報酬の中で、７５人の報酬は幾らになるのでしょう。 

○畑下総合教育部長 ２億１，０７５万円です、報酬は。 

○中西委員 もう一度。 

○畑下総合教育部長 申し訳ありません。間違えました。 

○中西委員 一つ教えてほしいのは、単価から言ってほしいです。交付税は４２０万円ですけど

も、報酬はもっと大きいと思う。 

○畑下総合教育部長 報酬の人件費自体は全体で１人当たり４２０万円ぐらいです。 

○中西委員 フィリピンから来る人たちが報酬部分で４２０万円掛ける７５人。 

○畑下総合教育部長 さっきの手当も含めてですね。報酬含めて全体で。はい、そうです。 

○中西委員 報酬も手当も含めて４２０万円ですか。私が聞いているのは、報酬で幾らか。 

○畑下総合教育部長 報酬だけで１人当たりでしたら、２８１万円です。 

○中西委員 それから、１０人の、つまり去年から雇っている１０人の報酬の単価は幾らです

か。 

○畑下総合教育部長 ２年目になるので、若干違いますが、あまり変わらない単価です。 

○中西委員 幾らか教えてください。 

○畑下総合教育部長 失礼しました。同じでございます。 

○中西委員 同じというのは、２８１万円ですか。 

○畑下総合教育部長 はい。 

○中西委員 これは文教委員会の中で私が聞いていた、つまり人件費とそれに関わる経費、県の
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市町村課の財政班で備前市の財政課が言うのは、約４８０万円と、交付税で来るのは４８０万円

という御返事です。さっきの４２０万円というのは、どういうところから出た話でしょうか。 

○畑下総合教育部長 申し訳ありません。金額を間違えました。交付税１人の算入が４８０万円

でした。４２０万円は間違いです。申し訳ありません。 

○中西委員 この交付税の４８０万円は、この予算書の中では、どこどこに入ってくるのでしょ

うか。 

○畑下総合教育部長 交付税算入ですので、一般財源としてしか予算書には入っていませんが、

経費としたら先ほどの今、事業予算で上げています全体の６億４，５９２万７，０００円のとこ

ろに入ってきます、１人当たり４８０万円。４８０万円はあくまでも６年度の見込みの金額で

す。 

○中西委員 ところが、４８０万円だけど、約４８０万円しか県の市町村課の財政班も言わな

い。１人当たりね、約４８０万円と言われるけど、その対象の範囲、必要な経費の対象の範囲と

それからこの委託料が入るかどうか、つまり国際交流等業務委託料が入るかどうか、このことに

ついては明快な答弁はないです。 

○畑下総合教育部長 交付税算入の中も、はっきりと書いてあるのは、かかる経費になっていま

すので、そのＡＬＴを呼ぶ経費、もちろんこの人件費も入りますし、その人件費で生活支援と

か、先ほど言った委託料の中にもその活用する経費っていうのが含まれますので、そういったこ

とも対象に入ってきますけど、その委託料のどの部分がとかというやつではなくて、このＡＬＴ

さん１人に全体的にかかる、先ほど言いました、今１人当たり、人件費が４２０万円ほどかかる

のですけれど、それから委託料として１人当たり３７０万円ほどかかります。それが今の全体の

１人当たりの経費になりますけれど、うちで見れば。ただ、それが対象になるだけで、対象とし

て見ていただけますが、そのうちの交付税の算入される多分計算式、国が持っているどれだけ分

の経費みたいなのがあると思いますので、それの何割かということで交付税算入されるというこ

とになりますので、それが６年度は１人当たり４８０万円だったという話でございます。 

○中西委員 なかなか評価の分かれるところですけども、この問題で奈義町が既に議会でこのＡ

ＬＴについては否決をされていると。その理由は、民間の業者への委託料の経費は、町の執行部

が答弁した中身は認められないというふうに言われたことによって、議会は否決をしたというこ

とになるわけですけども、そこの答弁が備前市と奈義町では大分違いますよね。どちらが正しい

かどうとかというのは、４月１日でどのように国のほうがカウントしてくるんかということによ

ったときに多分分かると私は思うのです。ただ、ここのところは大変ファジーなということだけ

は、私も理解ができます。 

 もう一つは、その国際交流等の業務委託料、ここでもう一回どういう項目があるのか教えてい

ただきたいと思います。 

○畑下総合教育部長 まず、生活支援です。日常生活に係る問題対応とかですね。それから、外



- 34 - 

国語指導に関する監修、カリキュラムの作成、それから協定先との国際交流事業の補助、学校同

士の交流とかオンラインとかの交流のことでございます。それから、ＡＬＴ配属先の教職員との

連携に係る業務支援、それからＡＬＴの指導力向上に係る研修でございます。 

○中西委員 これはさっき守井委員のほうから、それぞれ幾らぐらいの積算になるんかというこ

とでは、答えられないということだったのですけども、総額は、その単価がそれぞれ出てこない

と、決まらんと思います。でも、実際には幾らぐらいになるのですか。 

○畑下総合教育部長 こういう業務の概算で頂いております。 

○中西委員 これどこから頂いているのですか。 

○畑下総合教育部長 包括連携を結んでいるアチーブゴールのほうから頂いております。 

○中西委員 まだ入札は行われてないにしても、恐らくプロポーザルの入札でアチーブゴールが

取ると、概算を出してきたところが入札でそこを取ると、こんなもん出来レースじゃないです

か。 

○畑下総合教育部長 これにつきましても、これだけたくさんの人数のＡＬＴを入れるに当た

り、こういう業務支援とかっていうのは、ほかの業者さんもできる部分があるはずでございます

ので、一応そういうちゃんとした業務量になっているのかとか、比較するためにも、公に出し

て、こういうことだったらどれくらいできるかなっていうやつの比較もできるかなと思っており

ますので、そういった意味でも、公募で出す予定でございます。 

○中西委員 それはそれで入札が行われた結果については、私も楽しみにしているわけですけど

も、この７５人の方というのは、日本語がしゃべれる方なのですか。 

○畑下総合教育部長 はい、一応その日本語しゃべれる方をとはお願いはしておりますが、やっ

ぱりレベルがいろいろございますので、今のところこちらのほうで聞き及んでいるのは、２０名

ぐらいは結構日本語をしゃべれる方がいるとは伺っております。 

○中西委員 もう既に２０人ぐらいは日本語がしゃべれる子がおるということが分かっているわ

けですか。 

○畑下総合教育部長 いろいろこちらも、あらかじめ面接等の準備もしないといけないので、い

ろいろどういった方がおられるかという情報交換はさせていただいとります。 

○中西委員 現場の先生方にとってみれば、特に英語の専科のない小学校なんかは、中学みたい

に英語の先生がおられるところと違って、その人たちの指導をどうするんかということを、大変

現場の先生方の大きな負担になると思います。アチーブゴールがカリキュラムの作成とかいろい

ろするにしても、やっぱり細かいところは、先生方が指導しなければいけないということになっ

てくる。そういう点での現場の先生方の御意見というのは、お伺いにはなられたでしょうか。 

○畑下総合教育部長 また、そういった場合につきましても、小学校、６人、もうＡＬＴの方が

入ってくるという予定になりますので、一応その中でリーダー的な方を１人ＡＬＴの中でも決め

て、その場で先生方と協力してどうやって進めていくかっていうような形にしていけばというよ



- 35 - 

うな考えでおります。 

○中西委員 この準備のために、先週あたり、あるいは先々週あたり、教育委員会の皆さんの中

でフィリピンのセブ島に行かれた方はおられますか。 

○畑下総合教育部長 この準備の中では、そちらのほうには行った者はおりません。 

○中西委員 じゃあ、向こうで包括協定を結んでいるアチーブゴールが勝手に備前市の教育委員

会の意向を受けて、向こうで採用に当たっているということなのですか。 

○畑下総合教育部長 交流協定を結んだときに、コルドバとそれからアチーブゴールさんとうち

へのＡＬＴについてのあっせんの協定書を結んでおりますので、コルドバとの相談をしながら、

こちらのほうへあっせんしてくださる方を決めてくださっているという状態です。 

○中西委員 今何人ぐらいあっせんの方が決まっていますか。 

○畑下総合教育部長 一応７５名こちらのほうでお願いはしているので、７５名は今のところは

確保していただいていると思います。 

○中西委員 もう既に７５名が確保されていると、こちらに来て面接をして、７５名が一人でも

欠けずに採用されると。 

○畑下総合教育部長 こちらでもやっぱり面接をいたしますので、その結果はどうなる形かとい

うのは。 

○中西委員 面接は日本語でされるのですか。 

○畑下総合教育部長 日本語と、それからこちらのほうに英語もできる方もおられますので、英

語と日本語とどちらとも面接はするつもりでございます。 

○中西委員 一般にＡＬＴの教育委員会なんかの面接は、英語でされているというのが一般的な

ようですね。備前市のように日本語で面接するというのは、珍しいらしいです。 

○畑下総合教育部長 一応、面接の中の項目にどのぐらい日本語ができるか等々も入れておりま

すので、そのあたりで判断もできるのではないかと思っております。 

○中西委員 あとアチーブゴールは、住居のあっせんまでされるわけですか。 

○畑下総合教育部長 そのあっせん協定の中に、住居等の確保っていうのも入っておりますの

で、そのあたりもお願いはしております。 

○中西委員 住居は今どのくらい決まっているのでしょう。 

○畑下総合教育部長 先ほど学校区内のほうになるべく住んでいただきたいないということで確

保していただいておりますが、区内でやっぱり住居がないところもあったり、借りるところがな

いところもあったりするので、今ちょっとそのあたりをどうするかみたいなところまでになって

おります。 

○中西委員 何軒確保、今できているのですか。 

○畑下総合教育部長 一応１６か所ほど今のところは決められていると聞いております。 

○中西委員 その１６か所は、例えば１人で１軒じゃなくて、四、五人で１軒とか、二、三人で
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１軒とか、そういうような感じで住まわれるわけですか。 

○畑下総合教育部長 はい、何人かで住まわれるとかになると思います。 

○中西委員 こういう枠組みでいくと、毎年こういうところに６億円もお金をかけるわけですけ

ども、毎年かけて備前市はやっていくぞということですか。 

○畑下総合教育部長 今のところ、そういう形で進めていくという方針でございます。 

○中西委員 それで、財源の話ですけど、この７５人については、４８０万円の交付税措置があ

ると、しかし１０名については、どうなるわけですか。 

○畑下総合教育部長 ここにつきましても、この１０名のうちで、これ基本、交流協定先の国の

方じゃないといけないので、今おられる方もフィリピンの方もおられますし、アメリカの方と

か、アメリカとも交流協定、今結んでおる状態なので、できればいけるのではないかということ

なので、手続を踏めればと思って、検討しております。 

○中西委員 １０人の方が私はどこの国からお越しなっとられるか分かりませんけども、その１

０名の方の国際交流ということで協定を結んでいくということですか。 

○畑下総合教育部長 既に備前市と交流を結んでいる国の方がおられるので、その方について対

象になるのかどうか今検討して、手続ができれば、進めていきたいなとは思っております。 

○中西委員 当初の予算書がある段階で、まだ検討しておられるわけですか。 

○畑下総合教育部長 こちらについては、ちょっと手続が遅れて大変申し訳ないですが、その方

たちも、これだったら対象になるのじゃないのかというのがちょっと気づくのが遅過ぎまして、

今手続をできるようでしたらやっていきたいなと思ってやっております。 

○中西委員 つまり６年度からそういうことは十分対応できてなかったということですね。その

上に立ってお伺いしたいのは、こちらのＡＬＴに関わる総費用に対しての国からの交付税算入は

幾らぐらいあるのですか。 

○畑下総合教育部長 一応今、今回見込みで上げている分については、先ほどの７５名で４８０

万円の３億６，０００万円を見込んでおります。 

○中西委員 こちらの総費用はお幾らになるか、もう一回お願いします。 

○畑下総合教育部長 今上げている総費用は、６億４，５９２万７，０００円です。 

○石原委員 先ほど部長に細やかに金額を、それぞれ２５名分にした場合の金額をお聞きしまし

たけれども、これは改めて間違いがあったらいけませんので、一覧で紙ベースで頂きたいのと、

それから併せて、そこで２５名分の金額を聞いたとて、残りの加わる方の金額が幾らかというの

がなければ、よくよく考えれば、対応いたしかねるので、ベースとなる２５名分の金額は先ほど

報酬であれば７，０２６万１，０００円ですよ、もろもろございましたけれども、ここで７年度

から一気に加えられる方々の人数分のそれぞれの費用も合わせてお示しをいただきたいと思いま

す。幾らを削除すれば２５名分になるのかというのは、今の御説明じゃよくよく考えれば判断い

たしかねるなという思いに至りましたので、聞いても間違いがあったらおえんので。 



- 37 - 

○中西委員 私は前もって、委員会のときにも、１０名と７５名の金額が違う、それから財源措

置も含めて、ここの委員会で聞くということを申し上げておりました。同時に、前もって積算の

根拠と財源内訳を示してくれと言ったのですけど、それが出てこない。 

○山本委員長 資料提出できますか。 

○畑下総合教育部長 後ほど提出させていただきます。 

○森本委員 結局、ＡＬＴを増やすということは、英語教育、なじんでいくというのもあります

し、着地点としては、間違っていたらごめんなさい。次の１５９ページの負担金補助及び交付金

のところで、検定受験料支援補助金ってあるのですけど、検定しか書いてないので、英検を指し

ているのか、別の検定を指しているのか分からないですけど、ちょっとその辺も含めて、着地点

としては、子供たちにどこまで英語教育に対して進んでもらいたいというふうに、市としての方

針をちょっとお聞かせください。 

○畑下総合教育部長 それは英検の検定の負担の分でございます。 

 それの着地点といいますか、多分一般質問のほうでも、どういった形でそういう指標を出すの

かっていうような御質問があったとは思いますが、それの中の一つで、英検を受けていただい

て、その英検のレベルを上げていくとか、その英検を受けていただく人がたくさん出てくるとか

っていうのは、一つの指標になるのではないかと思うので、そういった意味でも、そういった補

助的なこともさせていただいております。 

○森本委員 昨今、大学とか、どの学部に対しても英語能力を求める学部が多いので、もちろん

英語を話せるのが一番ですけど、英語の塾に行くとしたら、１教科それこそ１万５，０００円や

２万５，０００円とか、高額の費用を払うことになります。日常的なところで英語に親しんでい

くっていうような状況を、私としては個人的には備前市としては目指しているのかなというふう

には捉えてはいるのですけれども、塾に行ってる行ってないっていうのは、個人的な調査なので

全体像はつかめていませんけれど、なかなか全家庭が英語塾に行かせているとはちょっと考えに

くいし、聞いたところは行ってないという御家庭も聞いていますので、その点も含めて、学校で

英語教育をしっかり進めていこうというふうに、英検の補助をするぐらいですから、これ受検の

対策にもなるかと思うのですけど、そういうふうな捉え方をしているというふうに思っていてい

いでしょうか。 

○畑下総合教育部長 はい、森本委員のおっしゃられるとおりでございます。たくさんの英語の

先生と親しんでいただいて、英語を生活の中で聞き慣れていただくというのが一番効果的なこと

だと思いますので、そのために入れている事業でございます。 

○森本委員 保護者の有志の方から意見書のほうを議会のほうに出されています。執行部にも出

されていると思うけれど、これ御意見を、保護者の方が、中には賛同の方もいらっしゃいます

し、不安を感じておられる方もいらっしゃるのですけど、読まれてどういうふうに捉えられてい

るのか、この点だけお伺いして終わりたいと思います。 
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○畑下総合教育部長 海外からの招致で交付税算入があるとかというところまでは、多分どこま

で認識されているかっていうのはちょっと分からないですけれど、いろいろな御意見もあるとは

思いますので、この御意見についてもこちらのほうで検証する必要があるのではないかと思って

おります。 

○青山委員 以前にコーディネーターのお話をさせてもらったと思うけど、今回そのＡＬＴの中

にリーダー的な存在がいてということですけど、なかなか日本語がある程度できるといっても、

細かいところまでできないと思いますし、小学校というのは、各学年で英語の取扱いが違うとい

うこともあります。その辺で、コーディネーターを今後配置するとか、そんな計画はされてない

ですか。 

○畑下総合教育部長 その配置になりましたＡＬＴの中で、特にそういう日本語も得意としてい

る方をメインにコーディネーター、コーディネーターというか、そのリーダーみたいな形でまと

めていこうかなと思いますので、一応その方にコーディネーターならコーディネーターになって

いただこうかとは考えております。 

○青山委員 言われたことを伝えるという意味でのコーディネーターでなくて、例えばカリキュ

ラムの問題とか、イベントとか、そういう行事、学校行事にどういうふうに関わってもらうかと

いうふうな、やはりそういう学校の要望をしっかりと伝えられる、あるいはＡＬＴからの考え

も、アイデアとかあると思うけど、そういったふうなことができるようなコーディネーターが必

要と思うけど、その点についてはいかがですか。 

○畑下総合教育部長 そういった意味でも、両方ともいける、日本語も堪能なというか、ＡＬＴ

の中でもそういう堪能な者を、リーダーっていうのですかね、そのＡＬＴのリーダーとして、学

校の先生とかといろいろお話をして、いろんなことを進めていくような形にしていきたいなと思

っております。 

○青山委員 小・中学校でいうと１５名、学校数、リーダーが必要になると思うけど、１５名、

そういう確保できますか。 

○畑下総合教育部長 別でではなくて、そのＡＬＴの中で小学校なら小学校、１校に６名いるか

と思うのですけれど、その６名の中の１人を、日本語ができる方がメインになっていただくと思

うのですけど、この方に両方ともコーディネートしていただく役を、リーダーとして１人なって

いただくというような形です。 

○青山委員 ですから、小学校だったら６名ですけど、それが各校でいうと、小・中でいうと１

５名、１５学校に必要なわけで、１５名になると思うけど、そういったようなところのサポート

というのは、どういうふうに考えられていますか。 

○畑下総合教育部長 その１５名に対するサポートということですかね。 

○青山委員 いやいやいやいや、それぞれの学校に１名ずつ、そういうＡＬＴの中のリーダーが

いるということになると、１５名要るじゃないかと、１５校あるので、それが確保できないでき
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るか、できない場合にはどういうふうな確保等を考えられとるか。 

○畑下総合教育部長 派遣したＡＬＴの中でお一人、その方になっていただくので、別で１人ず

つをつけるわけではないです。 

○青山委員 例えばＡ小学校では６名ＡＬＴがいて、そのうちの１人がリーダーですね。でもＢ

学校にも１名、そうなると、１５校、小・中学校であるので、ＡＬＴで賄うとなると、１５名、

そういうリーダーになるような、日本語ができてリーダーシップが取れるような人が確保できる

のか、できない場合にはどういうふうにされるのか。 

○畑下総合教育部長 そのように確保できるように配置はしていきます。 

○青山委員 ぜひお願いしたいと思います。学校のほうの不安は、大勢来てくれるのはいい面も

あるけど、その一人一人に対応するということは、なかなか大変だと、教員もそれぞれの担任が

あったり、授業の業務があったりするのでということを心配されている。そういったようなこと

を現場の教員、あるいは校長、そういったところとしっかり詰めていただいていますか。 

○畑下総合教育部長 そういったこともございますので、最初の一月は研修期間と、それから学

校との協議とかで進めていきたいと思っております。 

○青山委員 今から選ぶに当たって、学校の意見を聞いてというのは、もうこのタイムスケジュ

ールでいうと、なかなか難しいと思います。私も個人的には、２年前の２５名、各校１人という

ところで、学校が割と対応できているのじゃないかな。学校もそれで十分とは言えないかもしれ

ないけど、非常に役に立ったということをおっしゃるところもあります。ですから、８５名の配

置ということが決まった場合、その１か月の研修期間でしっかり現場と対応していただきたいと

思います。 

○畑下総合教育部長 委員さんおっしゃられるとおり、学校ともしっかり協議して進めてまいり

たいと思います。 

○立川委員 さっきちょっと出ました費用構成のほうのペーパー提出というお願いをしたと思う

けど、さっき部長がおっしゃった６億４，０００万円の総事業と捉えましたので、それに対する

節での計上、例えば報酬が幾ら、職員手当が幾らというのは分かりますよね。それを積んだもの

が６億４，０００万円の事業と、４，０００万円強の、その明細ですね、それからちょろっとお

話を聞いていて、例えば協定先との交流で、他部署の分が出てきたり、そういうのがあったの

で、款またぎ、項またぎで、ＡＬＴ事業６億４，０００万円に対する費用の明細、計上したより

どころとなる節、金額、併せてお願いしたいです。 

○畑下総合教育部長 紙で提出させていただきます。 

○立川委員 ここだけと違って、よそで計上している分はあるんですか、この事業で。さっきち

らっと生活支援だとか協定先との交流とかで、他部署の名前がちらっと出てきた気がするすけ

ど、ないですか。 

○畑下総合教育部長 他部署ではございません。委託料の中のどういった交流かという内訳だっ
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たので、この委託料の中で収まっています。 

○立川委員 じゃあ、それで足し算したものを確認させていただきたいと思います。 

 それと、歳入でこの前委員会のほうで資料も頂いたですけど、この交付金頂く条件として、４

月１日現在に任用されてなかったらいかんという項目があったと思うけど、仮にこれ契約が遅れ

て４月２日の廃止になったら、交付税に入らない、算入してくれないという解釈をしておるんで

すが、そういう方が何名か出たときには、また財源が変わってくると思うけど、その辺のお考え

についてお聞かせください。 

○畑下総合教育部長 ４月１日時点で任用されていることが、交付税算入の条件ですので、それ

に間に合うように事業を進めていこうと思っております。 

○立川委員 部長、希望は大変よく分かるのですけど、何らかの事情で４月１日にこの場所、例

えば教育委員会の場所にいらっしゃらなかったら、交付税算入はされないということでしょうか

ら、ずれて来られた方の交付税算入はできないと解釈したほうがいいのでしょうか。だとすれ

ば、その分はどっからまた財源を引っ張るのでしょうか。御努力の御希望はよく分かりますけ

ど、いかがですか。 

○畑下総合教育部長 間に合わなければ算定されませんので、交付税算入できませんが、今はそ

れに間に合うように事業を進めていきます。 

○立川委員 御努力いただいたらいいと思います。３億６，０００万円ぐらいの交付税を見込ん

でおられるので、人数が減れば減るだけ交付税算入していただけませんので、総費用が変わらな

ければ、当然、負担は増えると、４月１日に７５人勢ぞろいしていることをお祈りして終わりま

す。 

○山本委員長 暫時休憩します。 

              午後 ２時０９分 休憩 

              午後 ２時２５分 再開 

○山本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

○尾川委員 今さっきの国際交流等業務委託料について、もうちょっと分かりやすい、詳しゅう

短めでいいので、きちっとポイントを説明してほしい。教育長でもええよ、上といっても、教育

長しかおらんじゃろうから。そのほうが具体的に言うたほうがいいと思う。 

○山本委員長 教育長に来ていただきたいと。 

 暫時休憩します。 

              午後 ２時２６分 休憩 

              午後 ２時２７分 再開 

○山本委員長 委員会を再開いたします。 

 委員の皆さんにお諮りします。 

 教育長を呼ぶことにしてよろしいでしょうか。 
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○石原委員 教育長はいいでしょう。資料を一応出していただいて、資料と一緒に。資料を見て

それからでいいのではないですか。 

○立川委員 資料要求しているやつは資料を頂いて、それを説明するかどうかということで、２

つに分けてお願いします。教育長に来てもらうのか、資料だけでいくのか、資料と教育長に来て

いただくのか、３択でいかれたらどうですか。 

○尾川委員 また同じ話になるのじゃないか、結局それだったら。ばっと来てもらって。責任持

った者に説明してもらったら早いのじゃないのか、どうせ同じ話じゃろうが、今のは。 

○石原委員 委員長、取りあえず資料でお出しをいただいて、それを見て、部長がもう言うて

も、言ったら最高責任者みたいなものじゃないですか、委員会においては。それを見て、また判

断させていただきゃいいのではないですか。 

○山本委員長 教育長を呼ぶことに賛成の方の挙手を願います。 

              〔賛成者挙手〕 

 賛成少数のため、否決します。 

○石原委員 では、ＡＬＴはまた資料の提出もお待ちをして、それから教育事務局費になるの

か、通学かばんの支給に係る予算はどちらへ含まれとんでしょうか。 

○杉田教育総務課長 通学かばんにつきましては、補正予算のほうで予定いたしております。 

 通常でしたら、教育費の小学校費の教育振興費のほうで上げておりますが、来年度につきまし

ては補正対応のほうを予定いたしておりますので、上げておりません。 

○石原委員 ほんなら、６月以降の補正予算。 

○杉田教育総務課長 執行のほうが、当然ランドセルですから３月ということになりますので、

補正対応でも十分間に合うというふうに考えています。 

○石原委員 確認させていただきますが、市長の御答弁でこの間、一般質問の中で、「通学かば

んについては、予算書を御覧になれば分かると思います。計上しております」みたいなことを発

言されて、全く市長の見当違いというか、全く予算には反映されてないということでいいです

ね、現状では。 

○杉田教育総務課長 私どものほうで説明不足でした。申し訳ございません。 

○石原委員 市長とのやり取り、分かりませんけれども、公式の場でああいうような形で表現さ

れて、ここで幾ら言うたところでということですけれども、また確認をさせていただきたいと思

います。 

 それから、先ほど歳入で青山委員も取り上げられましたけれども、来年度のこちら報酬等で計

上されておる小・中学校の支援員の先生、それから図書館司書、用務員も含めて手続等に遅れが

生じてということでしたけれども、今おられる方々で来年度、７年度どうされるのか、引き続き

なのか、何名公募せねばならないのかは、しっかり把握されて、採用試験というのですか、そち

らに向けて進んでいるというところでよろしいか。 
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 参考資料の４０ページにも、それぞれの学校の見込みも出ておりますけれども、これらの中か

ら何名の方を募集せねばならないというようなところ、把握されているのであれば。 

○畑下総合教育部長 こちらの表にあります市費のほうにつきましては、至急に進めていきたい

と思っております。 

○石原委員 先ほど議論ありましたけれども、外国の先生方をお呼びする作業も大変タイトな日

程ですけれども、その前にまずはこういった現場の業務をつかさどる先生方の確保こそ、まずも

ってなされておらなければならないのじゃないか。今日が３月１７日ですので、手続に時間をと

言われましても、ここでお聞きするだけでも、混乱を来すんじゃないかな。年度末もむちゃくち

ゃな状態になるんじゃないかな、教育委員会さんは。想像できるわけですけれども。手続を整え

て、いつ頃から採用試験ですか、そういったものを想定されているのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 直ちに進めていきたいと思っております。 

○石原委員 それから、そういった会計年度任用職員さんを含め、教育委員会所管の市費の職員

さんの採用試験の実施については、採用試験の実施、採用については部長が決裁区分において

は、教育部長の決裁で実施が行われるということでよろしいですか。決裁の規定を見ましたとこ

ろ、そのような丸がついておりましたので、僕の勘違いだったら御指摘いただければと思うので

すが。 

○畑下総合教育部長 規定ではそうなっていると思います。 

○石原委員 他方の例えば地区の公民館の人事のところでも、ちょっと取り上げさせていただき

ましたけれども、年度替わりで今まで勤められとる方、それから来年度以降も引き続きお勤めい

ただける方、そのあたりの意向も含めて、部長、これ改めてでいいので、毎年度こんなことに陥

るのかなと、大きな不安も抱きますので、今年度だけなのか、いやいや今までもそうだった。３

月の後半に慌てて採用に向けての動きだった、それは分からないけれども、今年度今回ここまで

遅れている、手続上の遅れの要因について、またの機会で結構ですので、振り返っていただい

て、何かあまりにこのタイミングですので、ますます不安を抱かせると思いますが、またお聞か

せください。 

○中西委員 １５６ページ、報償費の講師謝礼ですけども、前年度と比べると、大幅に減額にな

っているのですけども、この理由についてお聞かせ願いたいと思います。これは先ほどの補正予

算との関係があるのかなと思うので。 

○畑下総合教育部長 これにつきましては、中西委員さんの御指摘のとおり、先ほどの学習支援

員で計上させていただいて、大きな減額を補正のほうでさせていただきましたが、これにつきま

しても、昨年度は単価１，５００円の３時間掛ける３人掛ける３回の４２週の１０か所というこ

とで上げさせていただきましたが、今年度につきましては、計算式を少し変えました。単価は変

わりませんが、単価は１，５００円の２時間で、３０人で２０回の１２か月ということで上げさ

せていただいております。 
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○中西委員 ちょっともう一回計算式を教えていただけませんか。 

○畑下総合教育部長 すいません、確かめてもう一度言いますので、しばらくお時間をくださ

い。 

○中西委員 続いて、旅費のところで、普通旅費が今回、少し多くなっている理由についてお聞

かせください。 

○山本委員長 暫時休憩します。 

              午後 ２時４４分 休憩 

              午後 ２時４５分 再開 

○山本委員長 委員会を再開いたします。 

○畑下総合教育部長 こちらにつきましては、大きな減額の理由はＩＢ教育に係る研修の旅費で

すが、２年目になりますので、研修される先生方も少ないし、それに対する費用も少なくなりま

すので、その分減額されているということです。 

○中西委員 前のところの質問は残っているんですよね。 

○畑下総合教育部長 これにつきましては、単価１，５００円掛ける２時間掛ける３０人掛ける

１２か月です。回数がないです。 

○中西委員 これは箇所数が入るのじゃないですか。 

○畑下総合教育部長 昨年は箇所数を入れていたみたいですが、今回は１２か月で入れておりま

す。 

○中西委員 前回は、昨年は三石と東鶴山でしたけど、今年はどういう地域を対象に考えておら

れるのでしょう。 

○畑下総合教育部長 昨年からですが、全学校区は目指してはいますが、今年度につきまして

も、学校と相談しながら、開けるところを順次開いていきたいと思っております。一応、今伊部

ですかね、ちょっと今御承知でございます。 

○中西委員 この予算で何か所ぐらいが実際にはできるのですか。 

○畑下総合教育部長 一応目標としては、全箇所を開く予定で予算は上げております。 

○中西委員 役務費の翻訳料ですね、２８０万５，０００円、これはどういう理由で必要なので

しょうか。 

○畑下総合教育部長 すいません、ちょっと後ほど調べて報告させていただきます。 

○中西委員 委託料の測量調査設計等委託料２００万円上がっているのですけど、これは何のた

めにどこで測量調査されるのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、旧伊部保育園について伊部東区会様より地元有志

による活用を希望する旨の要望書を頂いておりまして、建物活用に向けての改修について検討を

行うための調査設計費用を計上しております。 

○中西委員 伊部区会から何に使うものとして要望が出ているんですか。 
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○杉田教育総務課長 要望書の中では、例えば運動コーナーを造るとか、地域食堂をする、それ

からボランティアハウスとして活用するとか、まあいろいろな要望が、具体例が挙がっていま

す。 

○中西委員 要望書が上がっているけど、どうして調査費をつけなければいけないんですか。 

○杉田教育総務課長 御承知のとおり、旧伊部保育園につきましては、建物が老朽化していると

いう面があります。そういった面も含めて、建物の改修費用はどれぐらいかかるかとか、そうい

ったことも含めて調査のほうを行いたいと思っています。 

○中西委員 それは備前市が改修するのですか。 

○杉田教育総務課長 現在備前市の施設でございますので、私どものほうで検討のほうをしたい

と思っています。 

○中西委員 あそこは、これまではもう備前市としては使わないということを前提にして残して

いるところだと思う。あそこを改修するとなると、測量調査設計委託料をつけなくても、もう建

て壊して、新しいものを建てたほうが早いぐらいのものだと、私個人は思っている。そういう認

識だから、今まで教育委員会もそれは手をつけずにきていたところだけど、事ここに至ってやっ

たら、あれ大変なことじゃないかなと。 

 何で今さらになってから、伊部区会から要望書ができて、またやるのですか。 

○杉田教育総務課長 私どもとしましては、地元からの要望に応えていきたいというところで、

調査のほうを行いたいと思っています。 

○中西委員 地元要望はたくさん出ていますから、そのように全部応えていったら大変ですよ。 

○尾川委員 「備前市たんけん」という改訂版で令和７年度に小学校社会科担当教員を中心に編

集作業を行うという答弁されている。それで、使用は令和８年から使用するというふうに聞いて

いるので、その辺のちょっと詳細を教えてもらえたらと思うのですけど。 

○谷口小中一貫教育課長 令和７年度に社会科部会の先生方が中心になりまして、もう一度見直

しの編集作業に入ります。７年度末までに製本にした状態まで完成を目指すということになって

おりまして、それに係る経費のほうを上げさせていただいとるというところです。 

○尾川委員 作業はこれからですか。 

○谷口小中一貫教育課長 新年度になりまして、実働が始まるというふうに思っています。 

○尾川委員 前に教科書で問題になったことがある、御存じだと思うけど。今、旭東地区という

か、委員会へまた備前市も入れてもらってやれるようになっとると思うけど、これは、備前市の

探検ですから、備前市独自の社会科というか、小学校の先生方が集まって検討して発行するとい

うことで理解したらいいですか。 

○谷口小中一貫教育課長 小学校の社会科の副読本というのが、小学校の３年生と４年生で使う

ものとなっとります。その小学校３年生と４年生の社会科では、自分たちが住んでいる、言って

みれば備前市のことについて学習することを通して、地域社会に対するの誇りと愛情、地域社会
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の一員としての自覚を養うことを目指しているということになります。ですので、全国版の教科

書では十分そこが網羅されないというところもございますので、自分たちの住む地域を網羅でき

る形で、社会科の副読本の編集を進めてまいるというふうな次第になっとります。 

○尾川委員 岡山市なんかが、岡山県全体のことに触れて、岡山市内のことと、岡山県全体のこ

とを触れている。それで、冊子も別になっている。それも参考にしながら検討していただいた

ら、岡山市の場合は、備前焼のことが結構のページ割いて、取り組んどんです。ですから、ああ

いうのを見られたら、備前市とすると物すごく独自性を持てという指摘があるのかなと思うけ

ど、その辺やっぱり先生の数とか、旭東地区で、備前市だけで独自で生徒が減ってきて、先生が

減ってくる。当然無理な相談で、その辺参考にしながらぜひいいものを作ってもらいたいと思い

ます。 

○藪内委員 先ほど中西委員の質問に関連してですが、要望が、市民からの要望があったという

ことで、要望があれば、割とそういう相談にはすぐ乗っていただけるのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 当然、全ての要望に応えられるものではありませんので、内容に応じたこ

とになるかと思います。 

○藪内委員 内容の応じたというところが非常に分かりにくいのですけれど、例えば日生の旧幼

稚園、あそこを使いたいという方とかがおられたけれど、ほかで使いますからというお答えで、

多分何年も何年も放置されていと思います。そういう対応はどうなのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 可能な限りこちらのほうでは対応のほうはしていきたいと思っとります

が、予算等の都合もありますんで、そこらを踏まえての対応になろうかと思います。 

○藪内委員 しつこいですけど、今大体何でも予算、予算と、予算とか、急ぐ順番があるとか、

でも大体のことは予算がないと、そういうお答えがあるのですけれど、片方の幼稚園は何の反応

もなく、今こうして要望がありました、市の持ち物ですから、市がそれに対して２００万円の予

算をつけて対応いたしましょうと、それはどういった理由なのでしょうね。要件によりますと言

われるのですけど、例えば今回はどういったことでそれがかなう感じなのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、仮称ですけど、健康なんでもハウスというような

名前をつけられて、地元の方が中心になってやっていこうというところで、前向きに考えていた

だいていると、地域の健康づくりのために前向きに考えていっていただいているというところで

採用しているものでございます。 

○藪内委員 これ以上言っても同じことの繰り返しになると思うのですが、でもほかのところ

も、やはりそれなりにいろいろな目的とか、例えば健康づくりに使いたいであるとか、ちゃんと

した理由はあるのですよ。それでも片方は駄目で、片方はオーケーですとか、その違いがとにか

く分からない。片方には予算がありそうだけど、片方には予算がないと、もうそこがやはり私に

は能力はないのか、分かりにくい。もう一回だけ何かお答えいただきたいと思う。それ以上はも

うやめときます。 



- 46 - 

○杉田教育総務課長 今回の予算は、いわゆる設計委託ということで、建設するかどうかまでは

まだ現時点では決定しておりません。今後検討してまいりたいということでお願いしたいと思っ

ています。 

○藪内委員 まだ造る造らないの段階のことじゃないですか。例えば日生のは、もうあるんで

す。あったのに、いやいやと言われて、そのまま何年も放置。そこはやっぱり分かりにくい、非

常に。造る造らないんじゃないですよ。使わせてあげるかどうかだけなのに、使わせないで何年

も放置している。 

○杉田教育総務課長 御意見のほうを持ち帰らせていただきたいと思っています。 

○中西委員 藪内委員がいろいろ言われたけど、私も藪内委員の声を聞きながら思い出しまし

た。ここは去年までリンクスというＮＰＯ法人がここにいて、障害児の発達保育をやっていた。

障害児の保育をやるところが備前市ではここだけだった、昔はね。社会福祉総務費の中を見てい

ただくと、障害児のところは、結構そういう意味では、この間、伸びてきたところで、ところ

が、そういう団体が使っていたにもかかわらず、改修はしないというのが備前市の方針だった。

その後、そのリンクスはもっと条件のいい瀬戸内市へ出ていった。そういうところですよね。扱

い方に差があるというふうに私はやっぱり思います。そうやってみると、これは４年に１回の選

挙の年だからこういう予算が上がってくるのかなと思えて仕方がない。備前市の障害児の発達支

援センターをつくろうというようなことまで考えていた団体が、ここを出ていってしまったわけ

ですから、そういう意味では私は至極残念でなりません。それは杉田課長が知らないときの話で

しょうから。 

○畑下総合教育部長 リンクスさんが入っていたところで、そちらのほうから瀬戸内市さんのほ

うに出られたということは分かっております。その後、こういう要望ができたということで今回

提案をさせていただいております。 

○中西委員 そういう備前市の先駆け的なＮＰＯが備前市を見限って出ていくと、本当に寂しい

話だと私は思っています。 

○石原委員 課長、参考までに伊部のどういった団体というか、どちらから御要望だったのでし

ょうか。 

○杉田教育総務課長 提出していただいている方は、伊部東区会からです。 

○石原委員 その御要望は、いつ御提出されたものか、後ほどでも結構ですので、何月何日どう

いう形でというのをお聞かせいただければと思います。 

○杉田教育総務課長 提出年月日は２月１０日でございます。 

○石原委員 ２月１０日に正式な形でお出しをいただいて、我々の下へ予算書が届きましたの

が、何日でしたか。１２月定例会で伊部だったかどちらかの土地取得について、予算書、議案書

頂いた数日前に現場と協議をして、２月１０日と言われましたか。もうびっくりしました、その

スピード感。１２日に頂いたのでしょう。ちょっと唖然として言葉が出ません。 
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○守井委員 １５９ページ、教育総務費の備品購入費のスクールバスが出ております、４，２６

２万１，０００円ですが、これ何台予定しているのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 バス５台のほうの購入を予定いたしております。 

○守井委員 バスって、今あっち行ったりこっち行ったりしているから、なかなかどのスクール

バスかというのは分からないけども、主にはどこの路線を使われているバスですか。 

○杉田教育総務課長 使っている路線につきましては、和意谷吉永小線、八塔寺吉永小線、閑谷

伊里小線、三石小吉永小線、日生西小伊里小線、それから備前中新庄線になります。 

○守井委員 その路線でいずれも老朽化しているという状況になっているということですか。 

○杉田教育総務課長 今回の更新につきましては、車齢といいますか、登録の日から１０年以上

経過したもの、それから走行距離が３０万キロ以上超えたものを中心に選定いたしました。両方

を兼ね備えている３台につきましては、３台は一応廃車という方向で考えています。残りにつき

ましては、今後また予備車等で活用していきたいと考えています。 

○守井委員 追加みたいなことになる。全部で何台スクールバスはあるのか。 

○杉田教育総務課長 現有車両は１５台になります。 

○守井委員 同じくその備品購入の下の負担金補助及び交付金で、全国大会等出場補助金がある

と思う、３０万円の補助金、これについては大体何回を予定されているのかなと思いまして。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、小学校、中学校、高等学校、全ての方の全国大会

とか、中国大会の費用のものになります。令和６年度では、全国大会で３件ほど出場があったよ

うですので、それぐらいで見込んでおります。 

○守井委員 何か全国大会もたくさんあると思うけれども、いろんな会議の中で２回、３回行く

場合は、１回だけしか全国大会の出場補助金の対象にならないという話を聞いているけど、その

辺の制約は一応設けているのですか。具体的に分からないですか。 

 結局そういう話らしいので、１回だけじゃなくて、全国大会へ出場するのですから、中国大会

と全国大会というケースで１回だけとかということになるかもしれないけど、ぜひそれも含め

て、中国大会以上行ける場合は、回数制限なしにできることにしたほうが、元気が出ると思うの

で、検討していただけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○立川委員 スクールバスのところですけど、以前お話ししていました空調の効かないバス、そ

れから故障がちなバス、これ今回、５台で全部入れ替わるという解釈でよろしいですか。 

○杉田教育総務課長 今現在、先ほど御指摘のありました空調の効かない車両につきましては、

一応廃車という方向で考えています。 

○立川委員 ですから、一応全部そういった、物理的に走らない、走りづらいというのは全部こ

こで解消できるという解釈でよろしいですか。 

○杉田教育総務課長 はい、そのお見込みのとおりでございます。 

○立川委員 これでスクールバスの運行管理業務ということで、１億６００万円ほど予算が上が
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っているのですが、さっきお話がありましたスクールバスは４，２００万円で分かるけど、あと

は会計年度任用職員の報酬だけですか。別途運行管理事業ということで何か上がっているのでし

ょうか。 

○杉田教育総務課長 人件費以外にも、例えば車検の費用だとか、燃料費だとか、そういったも

のはこの中に入っています。 

○立川委員 それを全部足したら、ざっとで６，０００万円ほどになるという解釈をしときま

す。 

 その中で、スクールバスのコントロールセンター、セクションはどこを、直接課長のところで

やっておられるのですか、それともどこかあるのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 スクールバスの管理につきましては、教育総務課のほうでやっています。 

○立川委員 日々の管理もやっておられるのでしょうか、直接。 

○杉田教育総務課長 日々の管理というと、実際に車のほうの整備とか、そういったことでしょ

うか。 

○立川委員 お酒飲んでいるとか、健康チェックとか。 

○杉田教育総務課長 運転手の健康チェックつきましては、管理事務所のほうでお願いしていま

す。 

○立川委員 管理事務所はどこに設置されているのでしょうか。人員とともにお教えください。 

○杉田教育総務課長 備前片上駅の駅舎の中のところです。運行管理者は３名だったと思いま

す。 

○立川委員 運行管理者３名で、管理業務を行っていると、直接そこの課が担当していますとい

うことで理解をしておきます。 

 運転手さんは大丈夫ですか、確保のほうは。 

○杉田教育総務課長 現有の運転手さんについては、引き続きお願いできるものと考えておりま

すが、引き続き新しい方にも募集のほうは必要かと思っています。 

○立川委員 いや、確認を取られたのでしょうか。もう４月１日からでしょう、会計年度任用で

すから。引き続きしていただけると思っていますというお答えだったけど、もう確認しとかない

といかんのじゃないか。４月の、スクールバスですから、１０日前後から動かないといけないわ

けで、ちらっとお聞きすると、もういいかなという人もいらっしゃるというのは聞きました。課

長のほうでそういう確認をしていただいて、人員はオーケーですというお返事がいただきたかっ

たけど、どんなものでしょうか、ぜひ正常な運行ができるように、せっかく買ったバスが、また

展示場にならないようにお願いしたいと思うけど、ついでに人員の確保とバスの入る予定だけ最

後に聞かせてください。 

○杉田教育総務課長 人員の確保については、これからといいますか、まだ確定までいっていま

せんので、早めに進めたいと思っています。 
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 バスのほうについても、なるべく早めに導入できるように努めてまいります。 

○尾川委員 １５９ページあたりで、先ほど触れたけど、旭東地区の教科書採択協議会の負担金

ということで、昨年が９万２，０００円ほどあったけど、今年がどうもないような。そのあたり

は採択して決まったから、当分開かんでいいということかどうか知らないけど、継続的にやっぱ

り教科書問題、取り組んでいくべきだと思うけど、そのあたりの考えをお聞きしたい。 

○谷口小中一貫教育課長 教科書の採択替えがある年に会費のほうを徴収するというような会則

になっておりまして、来年度はその年ではないので計上しておりませんということになります。 

○尾川委員 特に活動状況が低調になるということはないですか。何らかでつなぎ止めという

か、ある程度研究会名称で集まったりしないと、エンジンがかからないのではないかと思ったり

するけど、どうですか。 

○谷口小中一貫教育課長 特に支障はないかというふうに思っております。 

○尾川委員 ないから、また旭東をやめたのかなと思って、勝手な解釈ばっかりするけど、その

点はないですね。 

○谷口小中一貫教育課長 今のところそのような予定はないです。 

○青山委員 一つ前に戻りますけど、立川委員の関連になりますけど、スクールバスですけど、

私、一般質問でも運行に当たって、運転手さん、あるいは運行管理者の面で、あちこちにバスが

あるというのは、大変な思いをして、１回は備前片上駅の管理事務所へ行って、それからまたバ

スのほうへ行く。また、帰ってきたら、その逆のことをやるということで、遠くから来られてい

る人は、５時半ぐらいにバスへ行って、一旦検査をして、それから事務所へ行ってということ

で、かなり時間のロスが大変だということをお聞きするけど、これ今の備前片上駅へ集約すると

かということというのは、これは杉田課長に言っても、なかなか難しいことかもしれませんけ

ど、そういう御意見は出てないですか。 

○杉田教育総務課長 運転手さんに一つ手間が加わっているというのは、事実だろうと思いま

す。そういった面では、どういった方法がいいか、より負担のない方法というのは考えていかな

ければならないと思っています。 

○青山委員 吉永地区でいえば、八塔寺のほうにバスを置いとられて、そこからやられていると

いうこともあって、これは以前から備前片上駅に置いてしたときも、あそこまで来ていただくの

はなかなか大変ということで、特例的にやられとるということもあると思いますけど、なかなか

あちこちに置かれて大変だなと。管理のほうも大変だということもお聞きしました。何かの機会

に運転手とか、管理者とよく御意見を聞いていただけたらと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

 それともう一点、１５７ページ、１３委託料の中に、バス運転委託料があるけど、これ前年度

が９万６，０００円だったものが、金額的には少ないけど、大幅アップで、１０６万円になって

いると思いますが、この辺のバス運転手の委託、どういったところに何名委託されとんか、教え
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てもらえますか。 

○杉田教育総務課長 まず、バスの運転手の委託につきましては、吉永交通と日生交通にお願い

しています。 

 運転員とそれから車両の委託につきましては、カーワークスのほうにお願いしています。 

○青山委員 こういったようなところの方も、管理事務所のほうで管理という形になるのでしょ

うか。 

○杉田教育総務課長 こちらの方については、管理事務所のほうにはお越しいただく必要はなく

て、それぞれの事業所のほうで検査のほうを受けています。 

○青山委員 こういう方を含めて、今のところ足りているということで、理解してよろしいか。 

○杉田教育総務課長 不足分を補ってもらっているということになろうかと思います。 

○中西委員 翻訳料はどうでしょうか。 

○畑下総合教育部長 こちらにつきましては、ＩＢ教育の関係で、学校が認定校申請するとき

に、認定校の要件を満たすために、確かめる訪問チームがございまして、そちらの方に翻訳料が

発生するということになるための翻訳料のことでございます。１校当たり１８万７，０００円で

１５校上げております。 

○中西委員 １５９ページの使用料及び賃借料のところで、金額は僅か１万円ですけども、駐車

料が出ているのですけど、これは何でしょうか。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、出張したときの駐車料金ということで、取らせて

いただいています。 

○中西委員 今までなかったけど、今回上がったのは、何か理由があるのですか。 

○杉田教育総務課長 これまで座がなかったということで、今回、付け加えさせていただきまし

た。 

○中西委員 工事請負費の施設整備工事ですけども、これは１３０万円、僅かなものですけど

も、これはどこでどのような工事をされたのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、備前中の自立応援室につきまして、エアコンのほ

うが不調であるということで、改修のほうを行う予定といたしております。 

○中西委員 それは中学校費に入らずに、この教育総務費に入る理由は何ですか。 

○杉田教育総務課長 ちょっと私のほうでは、すぐお答えができません。ただ、小・中学校費と

いうことで、この枠が設けられていますので、事務局費ですか、ここには入っていますので。 

○中西委員 何か杉田課長の答弁、珍しい答弁を受けたのけど、この参考資料の中で４２ペー

ジ、中学校工事費及び備品明細の中で、中学校工事費及び備品明細ですよ。備前中学校技術室エ

アコン設置工事、ここにあります。 

 これは暫時休憩してあげたらどうでしょう。 

○山本委員長 暫時休憩します。 
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              午後 ３時２５分 休憩 

              午後 ３時４３分 再開 

○山本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

○杉田教育総務課長 先ほどの中西委員さんの御質問についてですが、こちらの工事請負費につ

きましては、特別支援学級と自立応援室の対象者のほうは、小・中学校ともに年度末近くまで対

象者の把握が難しいという現状がございます。そのために小・中学校のいずれかにかかわらず予

算執行ができるよう、この特別支援学級関係及び自立応援室関係の予算については、こちらの事

務局のほうで持っているというのが現状でございます。 

○中西委員 備前中の技術室のエアコンの設置工事費がこの中には入ってない。 

○杉田教育総務課長 はい、こちらに含まれておりません。 

○石原委員 同じページの負担金補助及び交付金で、国際バカロレア機構年会費２，１２３万

６，０００円の積算の根拠といいますか、内容についてお聞かせいただければと思います。 

○畑下総合教育部長 こちらにつきましては、シンガポールドルの計算になりますので、一応予

定としましては、小学校のほうが１万２，１２０シンガポールドル、それを円になりますと１２

１円掛けたものになります。これが１０校で掛ける１０、それから中学校のほうが１万８００シ

ンガポールドルで、これが１万１２２円になりますので、これが５校になりまして、これで２，

１２３万５，５００円となります。 

○石原委員 ２，１２３万６，０００円を単純に１５で割れば、１校当たり、小学校と中学校と

違うのか分からないけど、校当たりで幾らになりますか。 

○畑下総合教育部長 小学校が１校当たり１４６万６，５２０円、中学校が１校当たり１３１万

７，６００円になります。 

○中西委員 シンガポールドル、日本換算で小学校１２１円、中学校が１２２円、中学校のほう

が１円高いけど、それで１４６万円と１３１万円では合わないのでは。 

○畑下総合教育部長 申し訳ありません。２つとも１２２円です。 

 小学校のほうのシンガポールドルを間違っていました。シンガポールドルも両方とも１２２円

です。小学校のほうが１，３６８万２，３００円、違う。すいません、ちょっと待ってくださ

い。 

○中西委員 １５９ページの備品購入費のところで、図書が５万円上がっていますが、こういう

ところで図書が上がるのは珍しいですけども、これは何をお買いになられるのでしょうか。 

 それから、その下の情報機器５０万円、学校に行くというのは、歳入のところで聞いたけど、

ここの情報機器５０万円は何でしょう。 

○杉田教育総務課長 私のほうで情報機器のほうを申し上げます。こちらにつきましては、ＰＣ

等の端末の購入費で、学校園のＰＣ等の故障対応を想定して予算を組んでおります。 

○中西委員 もう少し日本語に近い言葉でちょっと説明をしていただけないでしょうか。 
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○杉田教育総務課長 パソコン等の端末購入費になります。 

○中西委員 どうしてこういうのが必要になったでしょう。台数は何台でしょうか。 

○杉田教育総務課長 台数等は特に定めているわけではございませんが、故障の対応につきまし

て、故障対応を想定して予算のほうを組ませてもらっているというところでございます。 

○中西委員 パソコンというのは故障するのは珍しいですけども、その故障対応ということは、

ダブルチェックみたいな感じで、万全の体制を取るということを考えているわけですか。今まで

だったらそういう、それがＢＣＰになるわけか。その言葉があったのか。そのために、もう一

台、予備を置いときたいということですか。 

○杉田教育総務課長 この端末のためとかというわけではございませんが、広く予備費として持

っておきたいというところで、故障対応と考えています。 

○中西委員 １６１ページの負担金補助及び交付金、ここで研修会等参加負担金というのが、昨

年度から見ると３分の１ぐらいなっているので、この理由についてお聞かせ願いたいと思いま

す。これもバカロレアに関わるところですか。 

○畑下総合教育部長 はい、こちらもワークショップの参加料、学校管理者とかコーディネータ

ーとか中学校の教科別のワークショップの参加料の負担金が入っております。 

○中西委員 入っているけど、昨年度より少なくなっているのは、昨年度実施しているから今年

は少し研修会の回数が減っているということですか。 

○畑下総合教育部長 異動があった方で受けられてない方とか、そういった場合に、そういった

方の対象になっているので、昨年度より減っております。 

○中西委員 その研修した成果とか効果はどうでしょう。これを受けると、バカロレアの教育が

できるわけですか。 

○畑下総合教育部長 どういった形で、ＩＢ教育、バカロレア教育を進めていったらいいかとい

うようなことを研修していきますので、その研修を受けていただいて、学校の中でどう進めてい

くかっていう形になると思います。 

○中西委員 となると、今年度ぐらいはそういうバカロレア教育というか、こういうバカロレア

の方式で授業をやっていますよっていうのが、我々も見ることができるのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 視察等も考えていきたいと思います。 

○中西委員 １８の備品購入費、図書５万円が新規に出ているのけど、あまりこういう教育総務

費のところで図書が出てくるのは珍しいので、これはどういう理由でしょうか。辞書でも買われ

るのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 こちらにつきましては、放課後子ども教室のほうで英語教育の教育用の教

材を購入できればと思って上げております。 

○青山委員 １６１ページの先ほどあった下ですけど、１９節負担金補助及び交付金、特色ある

学校づくり補助金３３１万円、これ昨年と変わってないけど、昨年どういった特色があったのか



- 53 - 

教えてください。 

○谷口小中一貫教育課長 地域を愛する心を育む、そういう教育活動、各学校や地域の独自性と

か主体性を高めて行う、そういうことを主とした教育活動となります。一例となりますが、備前

焼の制作体験でしたりとか、それから地域の方との交流で、野菜作り、それから安全マップづく

り、ボランティア活動、校内緑化といったようなもの、それから地域の町探検といって、それぞ

れの学校の学区の町探検を通じた郷土学習といったようなものが主なものとして実施されまし

た。 

○青山委員 これは各校、それぞれに充てられたのか、それとも特色とうたっているけど、どこ

か突出したところを選ばれたのですか。 

○谷口小中一貫教育課長 各校の特色ある教育活動を進めるためのものでございます。各校から

こういう活動に予算をこんだけいただきたいというような要望書を基に配分して、事業の実施に

至っておるというふうになります。 

○青山委員 学校にしても生徒にしても励みになると思うけど、こういったのをどこかで披露す

ることはやられていますか。 

○谷口小中一貫教育課長 例えばという話にはなりますが、学習発表会とか、それから参観日等

で学習の足跡を発表するような、そういう機会もございます。もしよろしければ、また学校のほ

うにもぜひ見に行っていただけたらと思います。 

○青山委員 学校へ行ってとか、そういったことだけでなくて、例えば「広報びぜん」とか、ホ

ームページとか、そういったところにも載せて、地域の学校に思いを持ってもらえるようなこと

もやっていただいたらと思うすけど、いかがでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 御提案ありがとうございます。また、各校ともそういう旨を共有して

いきたいなというふうに思います。 

○尾川委員 地域支援、学校支援地域協議会等活動とはまた別ですか。これは基本的なことを聞

いて申し訳ないですけど。 

○谷口小中一貫教育課長 地域学校協働本部のほうが、御存じのとおり生涯学習課が所管の事業

となっとりまして、そちらのほうは、主に地域のボランティアの方が活動されるときに発生す

る、そういう予算になっとります。当課の得色ある学校づくりのほうにつきましては、主に子供

が主になって動く、そういう活動に対しての補助ということになっとります。 

○尾川委員 先生の説明聞いてから、なるほどなと思いながら、頭の中で整理がつかですけど。

何かその辺、片上小学校だったら、備前焼なんかも、たしかこの中に入っとんですけどね。その

辺のすみ分けというのが、何かちょっと混同しとるというか、そんなことないですか。 

○谷口小中一貫教育課長 当課のものにつきましては、子供が主体で動くものになりまして、そ

のあたりのちゃんと区分けを、計画書のとき、各校から出される計画書を拝見するときも、チェ

ックして配分するようにしております。 
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○石原委員 先ほど資料をお出しいただいて、ＡＬＴに係る費用ですけれども、これがまさしく

８５名の方の予算ということで。それから、先ほど畑下総合教育部長から各費目の現状の２５名

分の予算、御説明いただきましたけど、そこ間違いがあったらいけないので、紙でお願いをさせ

ていただいたつもりですけれども、これもう口頭で確認しかないのでしょうか。 

○畑下総合教育部長 すいません、もう少しちょっと数字のほうを確認させていただきまして、

また紙で提出させていただきます。 

○中西委員 資料１の委託料の国際交流業務委託料のこの中をもうちょっと書いてもらえないで

しょうか。何があるのか、さっきしゃべられたような。 

○畑下総合教育部長 １人当たりがやっぱり３７０万円ほど。 

○中西委員 金額のことは、概算でということになっているから、内容を、居宅とか何かいろい

ろあるでしょう、いろんな項目が。 

○畑下総合教育部長 その内容を入れたものの資料ということですね。はい、分かりました。そ

れも後ほど提出させていただきます。 

○山本委員長 資料に対する質問はよろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 １０款教育費のうちから、２項小学校費、３項中学校費、４項高等学校費を審査いたします。 

○立川委員 歳入でもお尋ねしたが、１６２、１６３ページ、小学校費で学校管理費のうち、１

８節備品購入費８，７７５万２，０００円、機械器具備品が５８４万９，０００円、情報機器が

８，１９０万３，０００円、内訳と内容をお聞かせいただけたらと思います。 

○杉田教育総務課長 まず、機械器具備品につきましては、学校園の机とか椅子とか事務用機

材、あるいは体育とか音楽教材のほうになります。それから、情報機器につきましては、児童用

ＧＩＧＡ端末の購入費となりまして、先ほど申し上げました内訳どおりでございます。台数につ

いては、１，１８７台の１５％増しになります。 

○立川委員 端末機が１，１８７台という小学校費ですね。プラスで１５％ありますよというこ

とで理解をしておきます。 

 これはさっき歳入のところでのお話では、備前市単独で例えば１，２００台の見積りとかでは

なくて、何か県のほうで一斉にされるのですか。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、県の共同調達で購入のほうは予定いたしておりま

す。 

○立川委員 これＯＳは、今のは何ぼでしたっけ。１０でしたっけ。 

○杉田教育総務課長 現在のものはウィンドウズ１０になります。 

○立川委員 もう１６、１７ぐらいのところに来とんで、その辺よろしくお願いします。それで

も、これ使えるのでしょう、１０はまだ。サポートはまだ切れてないですよね。現在使っておら

れる端末はどういうふうに使われるのでしょうか、処分されるのでしょうか。それとも、生徒に
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あげるのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 不用等の端末につきましては、現在は検討中ではございますが、こちらに

ついては県の共同調達の中でのいわゆる検討事項とされています。基本につきましては、データ

消去を行った後、廃棄ということになろうかと思いますが、なかなかバージョンアップしてまで

というのは、費用対効果の面で難しいかなと考えております。 

○立川委員 周辺機器、例えば充電器や、その他はもう今回新調しないと、あるものを使うとい

うことで、端末代だけでの解釈でよろしいですか。 

○杉田教育総務課長 一応、一式ということで考えておりますので、周辺機器のほうも替えてい

くかと思います。 

○立川委員 機械器具備品がそうだったのかなと思ったけど、これは別で使われるのですね。さ

っきおっしゃった使用用途で。周辺機器ではないということですよね。御説明あったように、そ

う解釈していいですね。机とか。 

○杉田教育総務課長 周辺機器がどこまでかというのは、ちょっと私も把握はしてないのですけ

ども、それも含めての話になろうかと思います。 

○守井委員 これは今さっき聞いたが、当初予算の参考資料で、小学校の分のいろんな授業の分

が、金額はトータルで出ているのですが、それぞれの小学校の区分けが出てないけども、これは

どこに幾ら行くかというのが分からないからというような書き方のためにばらばらにしているの

か。トータルだけ書いていると思うが、各学校別が白紙になっているという、その話です。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、各学校からの要望を受けての内容になります。多

岐にわたっておりまして、なかなか細かく書くのはどうかというところで、今回は省かせていた

だきました。 

 各学校の要望の中身については、例えば金庫、倉庫、車、机とか椅子とか、いろいろ要望が出

ています。そういったものが入ってこようかと思います。 

○守井委員 その次の教育振興費の需用費の消耗品ですが、これはランドセルに該当すると思っ

ていますけれども、昨年より金額は減額になっていますが、ポイント付与は来年度はやらないと

いうことを聞いていますけども、非常に金額が減っているのは、台数が減っているという考え方

でいいのでしょうか、対象生徒数が減ったということで。 

○杉田教育総務課長 教育振興費の需用費の消耗品つきましては、こちらは学用品費の無償化に

関わる部分になります。 

○守井委員 学用品のほうか。 

○杉田教育総務課長 はい。単価につきましては、１人当たり１万２，３００円ということにな

ります。 

○尾川委員 ＡＬＴの資料をいただいたのに、７５人と聞いていたが、違うかどうか知らん。１

人当たりの報酬、期末勤勉手当は別にして、報酬１人当たりで約３１８万円ほどになると思うけ
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ど、その辺の高さというか、給与水準というのはどのように考えられれいるのか。 

○畑下総合教育部長 今出している資料では、これ８５人です。８５人です、その報酬。 

○尾川委員 ８５で割ったのか。 

○畑下総合教育部長 はい。 

○尾川委員 ２８１万円になるけど、それはどんな感じに捉えたらいいのか。 

○畑下総合教育部長 それが１人当たりの報酬の。 

○尾川委員 時給がきっちりと採用できるのかなと思って。安いのか高いのか、よくレート分か

らないけど、そのくらいの金額だったら、どんなかなと思って。 

○畑下総合教育部長 市の会計年度に合わせた形で計上しております。 

○尾川委員 国際交流業務委託料、聞こえがいい名前だけど、要はあっせん料だと思っているけ

ど、これ１人当たり３３４万円ぐらいになる。そういうのは、普通の相場と理解したらいいの

か。直接採用するということじゃない。直接採用するのが、補助金、交付税措置されるというこ

とを、メリットがあるということで直接にしたのだろうけど、その辺の手数料、直接でも間接で

も、いろいろあっせん料、あっせん料と言うと言葉が悪いけど、そういう費用はかかると思う。

その辺コスト的にどうなのか。そういう計算はされたのか、補助金があるからということで、こ

ういう方法を取ったのかということをお聞きしたい。 

○畑下総合教育部長 そのあたりも、この委託料につきましては、プロポーザル等をかけてそう

いう数字で本来いけるのかどうかっていうのも比較等はできると思いますので、そういう形で出

していただこうと思っています。 

○中西委員 １６１ページの委託料の工事設計監理委託料、２００ほど出ているけど、これは何

でしょうか。 

○杉田教育総務課長 香登小学校のプールの解体設計委託料になります。 

○中西委員 香登小学校のプールの解体の設計の委託料ですけど、これは何でそういう予算をつ

けないといけないのですか。 

○杉田教育総務課長 香登小学校のプールにつきましては、設備の老朽化が進んでいることに加

えまして、漏水により使用に耐えない状態であることから、解体についての設計を委託すること

になります。 

○中西委員 市内の小学校で老朽化のため使ってないプールというのは幾つぐらいあるのか。 

○杉田教育総務課長 片上小学校、石小学校、日生西・東小学校、備前中はございません。それ

から、伊里中学校は伊里小学校のプールを使っているのと、日生中学校もありません。吉永中学

校も使っていません。 

○中西委員 吉永中学校も使っていない。 

○杉田教育総務課長 はい。 

○中西委員 日生の中学。 
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○杉田教育総務課長 ありません。 

○中西委員 もともとがないん。 

○杉田教育総務課長 もともとありません。 

○中西委員 つまり、６つの学校でこういう老朽化して使ってないところがありながら、どうし

て香登が最初に選ばれるのでしょうか。これはさっきのお話だと、誰からか要望があったという

ことなのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 香登小学校につきましては、漏水しているというところが一番大きい点か

と思います。それで、周りの自宅に御迷惑をかけても困りますし、そういったことを考えてのお

話になります。 

○中西委員 漏水があるのなら水を入れなければいいだけの話じゃないですか。無駄な漏水があ

るのを分かっていて、プールなんかに水入れる人はいないですよ。 

○杉田教育総務課長 香登小学校のプールにつきましては、現在、移転の話もございますので、

そういった面も含めてのお話になろうかと思います。 

○中西委員 やっぱり移転の話が前提にあってのこの工事設計監理委託料なわけですね。それが

なければ、ここが第一に上がるわけはないですよね。 

○杉田教育総務課長 いろんな要素がございますが、そういった面も含めての話になろうかと思

います。 

○中西委員 よくこれで３つの候補地のうちの一つ、プールが消えていくというのがよく分かり

ました。討論で使わせていただきたいと思います。 

 同じ委託料の電算システム改修委託料、これちょっと金額が張っていましたので、どういう理

由かお聞かせ願いたいと思います。 

○杉田教育総務課長 こちらの電算システム改修委託料につきましては、小学校の情報ネットワ

ークを改修する費用として計上しておりまして、その目的は、通信ネットワーク環境の改善、通

信速度を上げて学校園でタブレット等を快適に利用できるようにすることになります。そのた

め、ローカルブレイクアウトいうインターネットの接続方法の見直しにより、これまでの各学校

から市役所本庁のサーバーを経由してインターネット通信をつなげるやり方を変更しまして、各

学校から直接インターネットに接続とかできるよう、各学校の設備改修を行うものです。改修費

用には、各学校への引込線の整備、ネットワーク機器の整備等も含まれております。 

○石原委員 １６０ページ、小学校費の学校管理費で、一番上の会計年度任用職員の報酬２，２

４２万円、こちらの職員、どういった業務をなさる方でしょうか。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、各学校の用務員さんの人件費、会計年度職員の人

件費になります。 

○石原委員 先ほど教育総務費、事務局費の中でそういったところも含めてやり取りさせていた

だきましたけれども、中学校のほうも用務員については１６２、１６３ページですけれども。 
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○杉田教育総務課長 お見込みのとおりでございます。 

○石原委員 小学校の用務員と中学校の用務員、小学校費の中では、１０名かなと、それから中

学校費の用務員ば、こちら５名、お一人の報酬でいえば、かなり違う。中学校費は用務員だけの

報酬になるわけですか。 

○杉田教育総務課長 こちらは用務員さんだけの予算になります。 

○石原委員 小学校も用務員だけ。 

○杉田教育総務課長 お見込みのとおりです。 

○石原委員 高等学校費の報酬は、どういった業務をされる方でしょうか。 

○杉田教育総務課長 高等学校費の会計年度任用職員につきましては、養護教員が１名、事務補

助員が１名、講師４名となっています。 

○石原委員 中学校費の用務員は、先ほどあったような高等学校費、小学校費等とも比べても、

用務員５人で１，９８３万９，０００円と、かなり好待遇だなと、中学校費は。 

○谷口小中一貫教育課長 中学校費のほうでございますが、この中に教育支援センターあゆみの

指導員の方、それから生徒指導の支援員の方の報酬のほうも含まれております。 

○石原委員 先ほども触れましたけど、小・中学校の用務員についても、来年度に向けてはまだ

先ほどあった部長のお答えのとおり、これから確保に向けてという動きになるということでよろ

しかったでしょうか。 

○杉田教育総務課長 こちらについても早急に進めてまいります。 

○中西委員 １６３ページの教育振興費の報償費、アドバイザー謝礼２００万円組まれているの

ですけども、これはどういうふうに使われるのでしょう。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、教職員の先生方の研修用の講師謝礼となります。

１０の小学校のほうで、それぞれでどういったことを、研修のほうをしていただくということで

予算のほうを取っとります。 

○中西委員 昨年度はなかったと思うけど、これは上がってきたのはどういう理由から上がって

いるのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 授業改善に関しての予算のほうを今回つけさせていただいております。各

学校のほうで、ある程度裁量を持っていただいて、研修等を進めてもらいたいというところで、

予算づけしております。 

○中西委員 その下の普通旅費１５０万円、これはなかなか旅費としては立派な旅費がついてい

るけど、これはどうしてでしょうか。 

○杉田教育総務課長 理由としては同じですけども、教職員の先生方に研修等を積極的に積んで

いただきたいということで、１０校当たりの金額で予算のほうを組んでおります。 

○中西委員 役務費のところで通信運搬費、５６万６，０００円、昨年が４１万３，０００円で

すから、心持ち下がっているけど、この通信運搬費が上がっている中で、下がっているというの
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は、実績を見越してこういう金額になっているのかどうなのか、大丈夫なのかお聞かせ願いたい

と思います。 

○杉田教育総務課長 基本的には昨年度とそれほど大きな差はないとは思いますが、通信回線の

使用料ということで、こちらのほうを予算づけしております。 

○中西委員 委託料で、職員研修委託料、２００万円ここでまた上がっているけど、この理由に

ついてお聞かせ願いたいと思います。 

○杉田教育総務課長 こちらのほうも、いわゆる授業改善に資するための予算づけといたしてお

りまして、各学校１０校でこの２００万円という予算のほうを使っていただこうということで、

予算づけしております。 

○中西委員 計算式とすれば、２０万円掛ける１０ですか。 

○杉田教育総務課長 当然、学校ごとに教職員の数違いますし、そういった面を考慮しておりま

すけど、計算式としてはそういった形になっております。 

○中西委員 １９の負担金補助及び交付金の中で、昨年度は重度障害者の通学補助があったけど

も、これは対象者がいなくなったということでしょうか。 

○谷口小中一貫教育課長 中学校費のほうでお願いをしております。 

○中西委員 １６６ページの１１の需用費、光熱水費ですけども、昨年から見ますと、８万円ほ

ど減っているわけですけど、これも実績で見ているということでしょうか。光熱水費もちょっと

上がっていて、各家庭では何か悲鳴が上がるぐらいですけど、いかがでしょうか。 

○杉田教育総務課長 昨年度並みで段取りいたしております。 

○中西委員 昨年並みでこの電気代なんか上がっているけど、大丈夫でしょうか。昨年より減っ

ているけど。 

 ここの光熱水費は、昨年から見ると今年は値上がりするだろうと、我が家の電気料金なんか見

ても大変高いので。ところが、昨年の予算は３万８，９７２円だった。今年は３万６２４円で、

８万円ほど下がっている。ここの光熱水費は上がっていてもおかしくはないですけども、こんな

に下がって大丈夫でしょうか。 

○杉田教育総務課長 上がっていると思います。 

 今年度３，０４６万１，０００円で、６年度が２，８８０万９，０００円だと思います。総務

課分だけ取れば、そういう形になります。 

○尾川委員 デジタル教科書についての動向、どういう予算に生かされておるかなと、どの程度

で備前市とすれば、何か答弁は適当なことを答えてくださったけど、どういうふうに現場的に

は、先生らはお考えなんかなと思って。 

○谷口小中一貫教育課長 子供が使う用のデジタル教科書につきましては、先般の定例会でもお

答えしたような、英語とか、それから数学、算数のあたり、ここが国のものと、それから市のも

のと合わせて子供たちが使えるように今やっています。まだちょっと過渡期なところもありまし
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て、活用についてはまだこれから研究を重ねてまいらないといけないなという段階でございま

す。 

 先生用の、教師用のデジタル教科書につきましては、今回、教師用の指導書のほうで中学校で

は予算の計上をさせていただいております。小学校については、令和６年度の予算で購入をさせ

ていただきました。ありがとうございます。 

○尾川委員 読売新聞が、デジタル教科書のことについて、物すごく記事を割いて、時間をかけ

て報道されている。正しいと思って、信用して記事を読ませてもらうけど、それから、やっぱり

先生が画一的になって、生徒とのやり取りというのが薄くなるということを、そういう懸念もあ

るということで。ですから、同じような子供ばかりそろうとんならいいけど、いろんな個性の強

いのを持っとったら、それに対しての対応が遅れてくるという指摘もされとる、その辺のことに

ついて、今先生が聞かれとって。それと、教科書代というのはどうなるのですか。市が負担、デ

ジタル教科書かどっちか選択になったら、ペーパーになったらペーパーだけだとか、国はペーパ

ーを出さないようになってくるのじゃないかなと思って、そういう心配しているけど、勝手に。

そのあたりはもうデジタルで行くと、国が決めてしまう、両方には出さないよというふうな、入

学式のときには、国から頂いた教科書ですって、いつも校長先生がお話しされて、そうじゃなと

思って、こうするけど、その辺はどうですか。 

○谷口小中一貫教育課長 ちょっとそのあたりは、また動向を確認しながら進めてまいりたいな

というふうに思います。 

○尾川委員 市とすれば、選択するとなると、どういうふうに、検討することでしょうけど、ど

ういうふうに先生だったらお考えなんかなと思って。 

○谷口小中一貫教育課長 まだ現段階では、断片的な情報しか出てきてないというところもござ

います。我々事務局の者も含めまして、先生方とちょっと研修を重ねて、子供たちにとってのベ

ストな選択はどうなのか、紙とデジタルの融合というところも含めて、今後の在り方っていうと

ころは検討してまいりたいというふうに考えております。 

○尾川委員 交付税されとんかどうか知らんですけど、結局今は市が購入しとるわけですね、市

負担ということで、デジタル教科書は。 

○谷口小中一貫教育課長 教師用、先生が使う用のデジタル教科書につきましては、市費で購入

をさせていただいておりますが、小学校のほうです。中学校のほうは今回お願いをしておるとこ

ろです。子供が使うものについては、数学、算数と英語について、国からも幾らかと、それから

市からも足らずのところというところでカバーをしておるというところでございます。 

○中西委員 １６５ページの工事請負費、施設整備工事、これは参考資料で見ますと、備前中

学、伊里中学、三石中学のそれぞれ技術室、美術室となっているのですけども、日生、吉永につ

いては、こういった技術、美術ではエアコンは入っているのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 今回につきましては、この３中学校のほうで工事をするということでござ
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います。まだまだ順番に来ているのを進めてまいりたいと思っています。 

○中西委員 日生、吉永がまだ残っていると、残っているのは美術室、技術室、どういうところ

が残っているのでしょう。 

○杉田教育総務課長 残っているのは、特別教室のほうになろうかと思います。 

○中西委員 備前中、伊里中、三石中でも、まだそういう特別教室というのは残っているところ

があると。 

○杉田教育総務課長 申し訳ないです。全ての教室の状態について、ちょっと今、手元に資料が

ないのでお答えができませんが、順次整備のほうを進めてまいりたいと思っています。 

○立川委員 中学校費でさっき設備、施設の整備工事が出とって見させてもらったけど、例え

ば、日生中の雨漏りとか、それが出てないけど、どういうふうにお考えなのか。あそこへ行った

ら、廊下、バケツ受けていました。また、補正に出てくるのですか。 

○杉田教育総務課長 日生中学校の雨漏りの件、私のほうも把握しております。こちらについて

も順次、修繕のほうを行ってまいりたいと思っています。 

○立川委員 今、日生の例を言いましたけど、日生だけじゃなくて、三石が１０年ぐらい雨漏り

ほっとかれましたよね。部長にお伺いしておきますが、そういったところの施設整備は、ワンク

ール、１０年ぐらいで考えたらいいですか。それとも、設備の改修はどういうふうにお考えなの

か、お聞かせいただきたい。この前は片上小学校ありましたけど、お考えを。 

○畑下総合教育部長 それぞれの状況を把握し、計画を立てながら改修を行っていきたいと思い

ます。 

○立川委員 計画を立てながらということで、課長さっき日生中学に限っては、認識をしており

ますと、どんな計画かお聞かせいただけたらと思います。 

○杉田教育総務課長 現時点でいつまでにというふうにはちょっとお答えできないのですけど

も、優先事項として捉えております。 

○立川委員 無計画というのが大変よく分かりました。タイムスケジュールといいますか、必ず

立ててくださいよ、部長。現場行ってみられたらどうですか。部長行かれましたか。課長は存じ

上げとるみたいですけど、いかがですか。 

○畑下総合教育部長 現在はちょっと行っておりませんが、現場の確認してまいりたいと思いま

す。 

○立川委員 そういうことが計画的に、前からお願いしていますように、お願いですから、年に

１回か２回は現地を見てください。小学校が１０校、中学校が５校でしょう。１年に１校ずつ行

っても行けるじゃないですか。というお願いをしときます。それで、必ず計画を立ててくださ

い。 

○藪内委員 今、日生中学校が出たので、それに関連して、中学校のグラウンド、これもびちゃ

びちゃですけれど、いつもびちゃびちゃで、この間、部長も一緒に見ていただいたと思うけど、
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これに関して何かあれば。 

○杉田教育総務課長 当日、私のほうも同席させていただきました。グラウンドの状態がなかな

か雨上がりから日数がたっても乾かないということは把握させていただきました。どういった工

事、場所が埋立地ということもありまして、どういった工事をすれば、あそこがよくなるのかと

いうのは難しい面はあろうかと思いますが、調査等行っていく必要があるのかなと思っておりま

す。 

○藪内委員 難しいと言いながら、もうこれ何年も何年も前からのことで、備前中とかのグラウ

ンドを直すときにも、それ以前にも上がっていたことで、いいかげん考えも過ぎたんじゃないか

なと思うが、どんなでしょうか。 

○杉田教育総務課長 いわゆる要望事項として承っておきます。 

○藪内委員 ずっと学校からも言われていると思う。そして、先日も一緒に日生中へ行ったとき

に、雨漏りのことも聞いたと思う、さっき立川委員が言われたように。ちょっと優先順位とか、

計画を立ててと言いますけど、何年も経過していることで、その辺は、例えば２日、１０日ぐら

いでなることもあれば、こういうふうに何年たってもならないことがある。この辺のバランスが

私には理解できない。 

○杉田教育総務課長 御期待に応えるよう努めてまいります。申し訳ありません。 

○青山委員 １６７ページの中学校費の教育振興費、１８節の備品購入費、図書ですけど、昨年

は２万円出ていたけど、今回は２０１万６，０００円、この増額について教えてください。 

○杉田教育総務課長 図書については、今年度２０１万６，０００円、前年度２０２万１，００

０円ではなかったかと思うのですが。 

○青山委員 間違い。失礼しました。 

 その下の２０節扶助費、特別支援教育就学奨励費１１４万５，０００円、昨年が７０万９，０

００円、増額になっているけど、これについて教えてください。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、前年と比べまして、対象者のほうが増えたという

ことで、この金額になっております。 

○青山委員 これも先ほどありましたけど、小学校から中学校へ進学されたと捉えればよろしい

ですか。新たにそういう事例が出たということですか。 

○杉田教育総務課長 こちらにつきましては、令和６年度が３５人の見込みであったものが、令

和７年度が４１人の見込みをしているということで、増額となっております。 

○青山委員 ６名ほど増加という見込み、その辺どういう見込みのつけ方なのかを教えてくださ

い。 

○杉田教育総務課長 学年が一つずつ上がっていきますので、そういった形で卒業する方と入学

する方という感じで、人数のほうは変わっていくというふうに思っています。 

○青山委員 １６９ページ、高等学校費、教育振興費の１９節負担金補助及び交付金、部活動補
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助金２万円が出ているけど、これ片上高校で今どんな種目をやられているのか、入部率はどのく

らいか分かりますか。 

○谷口小中一貫教育課長 申し訳ございません。ちょっと手持ちの資料に今ございません。 

○青山委員 また教えてください。 

○森本委員 高等学校費の２目の高等学校管理費の中で、需用費で賄い材料費が去年上がってい

て、今回、同じ金額で電子ポイント取扱い助成金というのが、負担金補助及び交付金で上がって

いるのですけど、これ関係があるのでしょうか。 

○杉田教育総務課長 お見込みのとおり、賄い費のほうがこの電子ポイント助成金のほうに振り

替えてございます。こちらのほう片上高校の給食費で、軽食及び弁当代の付与となります。 

○森本委員 もう少し事業内容的に教えていただいてもいいですか。 

○杉田教育総務課長 失礼しました。こちらのほうですけども、現在は希望者からパンと牛乳を

週３日、それからお弁当を週２日支給しておりまして、生徒からはあらかじめ注文を取って用意

しておりますが、欠席等の連絡のないことによる食品ロスが発生しているという問題がございま

す。この食品ロスの問題に対しまして、給食費相当分をびぜんポイントで付与しようとするもの

ですが、実施に当たっては、学校関係者と協議の上、取り組んでまいりたいと考えております。 

○畑下総合教育部長 国際バカロレアの会費の計算の件、いいですか。 

 １０校が小学校、５校が中学校と言いましたけど、これにつきましては、全部で１５校ある中

で、割引がございまして、今、単価が１２１円で計算しましたら、普通でしたら１校当たり１６

３万３，５００円かかります。それが１０校までの申請になりますと、それの０．９の申請額と

なり、１０校までは１４７万１５０円、これが１０校です。それと、追加でまた５校追加になり

ますと、今度０．８の割引がかかり、１３０万６，８００円、１校です、それが５校になりま

す。それで、合計すると、２，１２３万５，５００円になりまして、予算計上になります。 

○石原委員 ドルのレートにもよるかも分からないですが、いつ頃、会費としてお支払いされる

のか分かりませんけれども、令和５年度の決算を見ますと、この年会費が１，９６５万円余り

と。それからたくさんの学校で加盟をされたら、割引のようなお話も以前お聞きして、多分この

令和５年度割引対応が出てから、そのあたり一体全体どういう根拠なのかということで、ありが

とうございました。当初予算段階では、この金額２，１２３万６，０００円ですよということ

で、内訳については先ほどの。 

○山本委員長 次に進んでよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 １０款教育費、６項社会教育費、保健体育費、諸支出金、予備費まで、最後まで一括で審査い

たします。 

○中西委員 １８５ページの備品購入費、調理場備品、これは参考資料の４３ページに備品は何

を買うのかが載っているわけですけども、去年の痛い教訓ですね、食洗機が途中で壊れたと、大
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変現場は困ったということですけども、そういうものが壊れて困ったということにならないよう

に、備品としてはこれで十分対応できる、故障がないと、もう本当は買い換えたほうがいいけど

なというようなものがないのかどうなのか、そのことについて確認をしておきたいと思います。 

○杉田教育総務課長 備品につきましては、これで十分というのは、なかなか申し上げにくいと

ころかと思います。ただ、優先順位を考えながら、こういった費目のほうを上げて計画のほうを

立てております。 

○中西委員 教育委員会の総務費、事務局費の中では、ＢＣＰを考えてコンピューターを１台買

っておくと、いわゆる予備の一つ、確保しておくということですけど、こういうところは、１つ

壊れると、それが後にすごく影響が出てしまうというところがあるので、ぜひそこは早め早めに

対応してあげていただきたいと思います。 

○守井委員 学校給食費、１８３ページの需用費、賄い材料費が１億３，０００万円、１億４，

０００万円ほどで、このあたりの値上がりの度合いをどのくらい見とられるのか。 

○杉田教育総務課長 なかなか見込みが立てにくい現状かと思います。単価につきましては、先

ほど申し上げたとおり、それぞれ小・中学校、増額しています。それと、その金額から換算し

て、こういった約１割増の見込みを立てておるところでございます。 

○守井委員 お米とか、野菜とか、肉とか、いろいろ物によって上げ幅も違うと思うけども、大

体一律で何割とか何％ぐらいということで予算計上されていますか。 

○杉田教育総務課長 学校給食会のほうから出されている数値でもございますので、そういった

ものも参考にしながら計算しております。 

○山本委員長 ほかに質疑はありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 次に、第３表債務負担行為に入ります。予算書は８ページ、９ページをお開きください。 

 質疑のある方の発言を許可いたします。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 最後に、全体で質疑漏れはありませんか。 

○尾川委員 谷口課長にお聞きしたいが、いろいろ見ていて、例えばまなび塾について言えば、

生涯学習課ですよね。それから、備前市文学賞で、これも学校の先生に負担かけるというのがど

うかというのもあるけど、これは文化スポーツ部か、それから購入計画、今日も何か書類もらっ

ている、外国との留学というか、研修で比較ということから、何が言いたいかというのは、教育

委員会の範疇というのが、少し異なってきとると、そういう面で何らかの委員会とか、そういう

打合せ会には、教育委員会の立場として、学校関係、先生方は参加されとると思うけど、私は教

育委員会に生涯学習とか、図書館にしてもしかりと思うけど、現場的に谷口課長が答えたという

たら、当たり障りがあるでしょうけど、この４月で組織替えという考えはないですか。 

○谷口小中一貫教育課長 学社連携・学社融合という言葉がございます。学校教育と社会教育の
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連携・融合というところは、これまでもやはり進めていかないといけないというものの、教育課

題の一つであるというふうな認識を持っとります。ちょっと機構改革のことは、私からは申し上

げる立場にはないのですが、同じ５階のフロアに生涯学習課、文化スポーツ課等ございますの

で、必要に応じてそこは連携を取りながら進めてまいれたらなというふうに思っとります。 

○尾川委員 チャンスがあればそういう提案は、いろんな面での学校教育、子供たちが学ぶとい

う面からすると、ちょっと中心から外れると思ったりするので、個人的な意見ですけど、指摘さ

せてもらっておきます。 

○中西委員 先日、えびす駅伝の開会式に出席してまいりました。もう少し備前市内の子供たち

がああいうところへ参加できないかどうか、あるいは谷三三五の記録会も、ちょっとここ一、二

年、私は参加してないけども、かつて参加したときを見ると、備前市内の小・中の子供たちの参

加は、あまり各学校でちょっと差があるような感じもしなくはなかったけど、もう少し学校、公

教育の中で参加を促すことは、どうなのかなというような、もう少しあってもいいのかな。岡山

市内とか、ほかのところは元気よくたくさん来て走っている。例えばそういうところへ参加する

ときには、バス代ぐらいは出してあげようかとか、少し参加を促すような取組は、もう少しあっ

てもいいのかなという感じを受けたけども、先生いかがでしょうか。 

○畑下総合教育部長 そのあたりも、スポーツとかの関係の大会とかでありますので、そちらに

つきましても、ぜひ市内の子供たち等の参加をしていただくように御協力していきたいなと思っ

ています。 

○中西委員 市外からの子供たちは結構多いですよね。やっぱし市内の小・中、せっかく備前市

で開かれて、備前市のいいグラウンドで競技をし、環境のところでやっているわけで、ぜひ教育

委員会としても、何か一度御検討をお願いしたいと思います。 

○谷口小中一貫教育課長 先ほど青山委員の１６９ページ、片上高等学校の部活動補助金の関係

の質問についてお答えいたします。 

 ２万円という限られた予算の中ですので、毎年計画的にどの部活にどういうものを買おうかと

いうことを高校のほうでも検討されているということになります。ちなみにですが、令和６年度

はバスケットボール部のほうで、バスケットボール等の用具に活用させていただいたというふう

に聞いております。 

○青山委員 私、片上高校の参観日ですか、行かせてもらうけど、部活の状況、そういうのに立

ち会う機会がなかったので、これ補助金としてバスケットボール部ということですけど、どうい

う種目がなされているのかとか、入部率はどのくらいなのかということ、分かれば、また別途で

教えていただきたいと思います。 

○山本委員長 以上、よろしいですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですので、以上で議案第２号中、総合教育部関係の審査を終わります。 
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 観光船の審査をしますので説明員入替えのため、暫時休憩します。 

              午後 ５時０２分 休憩 

              午後 ５時１７分 再開 

○山本委員長 休憩前に引き続き委員会を再開します。 

 次に、議案第２号中、観光船待合所等整備事業、観光船桟橋整備工事関係の審査を行います。 

 執行部より補足の御説明を願います。 

○出射交通政策課長 まず、本日は皆様お疲れのところ貴重なお時間をいただきましてありがと

うございます。 

 先日の委員会におきまして、市内４か所に設置する桟橋の維持管理経費ですとか、港湾の使用

料についての御質問をいただいておりましたが、十分な説明ができておりませんでしたので、御

説明させていただきます。 

 まず、浮き桟橋の維持管理でございますが、波や係留の回数によって連結ボルトというのが摩

耗していくということで、そのボルトの摩耗状況の確認を定期的に行う必要がございます。必要

に応じてボルトの交換というのが発生してきます。交換の頻度は通常であれば２年に１回程度で

済むと認識しております。そして、初年度は保守管理が含まれておりますので、令和７年度の予

算計上は想定しておりません。 

 また、桟橋を県管理の港湾に設置するに当たりましては、１平方メートル当たり１０５円の水

域占用料と２万５，０００円の事務手数料が必要になってきます。現在考えている桟橋の大きさ

約１２０平米で計算しますと、年間占用料が１万２，６００円、それと手数料を合わせたら、１

か所当たりが３万７，６００円の占用料となる見込みでございます。 

 こちらにつきましては、県との調整が済み次第、所管の委員会での御報告はもちろんのこと、

議会へ予算の計上もお願いしたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 補足説明は以上になります。 

○山本委員長 それでは、質疑がある方の発言を許可いたします。 

○守井委員 ４か所に桟橋を設置するということで、部長は何か日生港から出て赤穂のほうと、

できれば犬島まで、それから牛窓に寄るという計画であったと聞いているけども、そのあたりの

桟橋は片上港、久々井、伊里港に寄らなければならないということに計画が多少変わってきた

と、有効利用を図る上には、そのようなことも考えられるのかなという感じで動きが起きたとい

うことだと思うけども、そのあたりに対しての必要性、それから市民に対する効果、せっかく造

った北前船の有効な活用とかから必要じゃないかということが発信されたんじゃないかと思うけ

ども、そのあたりに対して、先ほどその船がそこに着けるための条件的には県の港湾だから、県

の許可も要るし、それから実際にその船が着けられるかどうかのあたりとか、いろんな情報な

り、検討なり、そういう調査なり、あるいは効果なりはどのようなことを検討されて、これを計

画されて予算づけされたか、お聞きしたい。 
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○出射交通政策課長 ４か所の必要性につきましては、前回も御説明させていただいたかと思い

ますが、市内の港湾、港というのは、日生だけでなく、久々井、片上、伊里、鶴海にもございま

す。そういったところから、地元の人たちが出港できて、日生まで行かなくても、そこから乗れ

るというところで、地元のほうの方に、いろいろ北前船を知っていただくためにも、そういった

身近なところから乗り降りできるというところが有効ではないかというところで、今回こちらの

ほうの桟橋の設置を検討させていただいております。 

○守井委員 実際的にその船がそれぞれの港に着く、深さとか、そういうものは十分あるのか。

この桟橋を設置することによって、停泊ができるような形にはなるのですか。水深の関係は分か

らないから何とも言えないのですけども、そのあたりは大丈夫ですか。 

○出射交通政策課長 こちら予算計上するに当たりまして、桟橋の設置を業者のほうに見ていた

だいております。船がこちらのほうで止められるというようなことでの見解はいただいておりま

す。 

○中西委員 何の御説明かと思いますと、何ともはや私の質疑に対する御答弁を勉強してきてい

ただいて、大変ありがとうございました。私は何もしゃべる予定はなかったけど、今御説明いた

だいた文章を、文書で配付をしていただければと思います。 

 お願いしてもらえませんか。 

○山本委員長 先ほどの発言のペーパーは出されますか。最初に説明した分でしょう。 

○出射交通政策課長 最初の説明のものということでばあれば、ペーパーを提供させていただき

ます。 

○藪内委員 日生以外に４つの港ということで、大体どれぐらいの乗船とか乗降があるとお考え

でしょうか。 

○出射交通政策課長 船の定員が乗務員を含めて４７名の定員になっています。座席のほうが１

９名座れるように造っておりますので、基本的にはその１９人ぐらいのクルーズを考えておりま

すので、１回についてそれぐらいの人数を考えております。 

○藪内委員 そうでなくて、例えば久々井なら久々井の港から１日でも一月でもいいですから、

そういう単位でどれぐらい乗降客の方が見込み、よく分からないとは思うけど。 

○出射交通政策課長 実際運航してみて、それぞれの港でどれくらいかというのは、ちょっとま

だ実際のところを見てみないと分からないところではあります。全体的な乗船については、先ほ

ど申し上げたとおりになります。 

○藪内委員 課長おっしゃるとおり、分からないとは思います。でも、いろいろコストもかかる

ので、例えば極端な話、１人か２人しか乗らないのに、さあそれ造っていいものかみたいな、そ

の辺どういう見込みかなと思ってお聞きしただけです。 

○石原委員 まだ船の完成が半年後、早くてもそれぐらい、分からないけれども、しばらく日生

へ停泊されて、それからいざ運航ということで、細やかな運航計画、まだでしょうけれども、こ
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の４つの港へ浮き桟橋を造られて、それからトイレ等も整備をされてという、待合スペースとい

うことで、それをお聞きしますと、僕はてっきり日生から乗降されて、インバウンド、外国の方

も含め、それから大都市圏や、万博のようなこともおっしゃっていましたけれど、そういった方

が来られて、いずれかの場所、周遊される船かなと思っていました。ここでの桟橋の構想なり、

お考えをお聞きしていますと、そういう日生をメインに出港場所として、発着場所とした、そう

いった外部からのお客様をお乗せして運航される日と、専ら地元の方を、備前市内のそういった

鶴海、久々井、片上、伊里地区の方向けの船が言わば空で出港して、出発して、ぐるっと回りな

がら、いずれに向かうか分からないですけど、そういう設定ですか、日によってということでイ

メージしとったらいいですか。 

○出射交通政策課長 明確な線引きというのができるかどうかは、利用の仕方にもよってくると

思う。一応インバウンドですとか、そういったところ向けのちょっと長いクルージングと、地元

の方とか、市内に限らず、近場の方とかに気軽に利用していただけるような、短時間の遊覧のよ

うなものとの２段階で想定はしております。 

○松本委員 牛窓とか１周回るのに、費用はどれぐらい要ると考えていますか。例えばよそのこ

ういうタイプがあるかどうか知りませんけど、運賃がどれぐらいだとか、調べたものがあれば、

教えてください。 

○濱山市長公室長 運賃設定については、今後の検討としております。 

○松本委員 今後の検討はいいけど、私は１，０００円以上取ったら、お客は来ないと思う。少

なくとも１，０００円以下ならその可能性がある。これ２，０００円、３，０００円なんか取っ

たら、私はこの周辺の住民はほとんど乗らないと思う。外の人は乗るかも分からない。私はそう

いう感じがします。 

 それともう一つ、別にあの船が伊里、片上、さっき４か所を回ったからといって、それがどう

したという感じじゃないかな。あの船が珍しくて、最初はこれかと、もう回り出したら、本当別

に珍しいことも何もない。日生でＮＯＲＩＮＡＨＡＬＬＥという定期船に帆がついた、私はそう

いうイメージしかないし、実際のイメージ図を見たときに、単なる１９トンの船だと。１９トン

というのは、それ以上乗ったら、船員が２人要るとか、いろんな制限が来るから１９トンに抑え

とると思う。だから、ＮＯＲＩＮＡＨＡＬＬＥをイメージした船が防波堤、動くわけじゃなく、

エンジンで動いて、あれがこの片上湾を回ったからといって、何か地域の住民も乗ってみようか

とか、そういう意欲はあまり湧かないと思う、ましてや料金が２，０００円も３，０００円もし

たら、私は限界があると感じます。 

○濱山市長公室長 今後の検討と言ったのは、先ほど出射課長が申し上げましたとおりに、どう

いった運航計画を持ってするかということで、料金設定も変わってくると思う。冒頭、出射課長

も言ったように、日生イコール海というイメージがあるけども、海、今回予定の４地区にも海が

面しているということで、停泊寄港地として整備をしたい、新たな拠点地域を創出したいってい
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う意味で整備をさせていただきたいと思います。 

○青山委員 ２点お聞きしたいけど、１つは運賃の話が出ていますけど、もともと富裕層を対象

にして、内装もかなりかけて、見栄えもいいのを造られたと思う。今、松本委員から、１，００

０円以内じゃないとなかなか乗らないよという話ですけど、それじゃ富裕層をターゲットにした

意味があるのかなとかと思います。 

 それから、桟橋があるということは、そこへ下りるということで、下りてから例えばあちこち

へ運んでくれるタクシーのようなものがあるのか、あるいはバスの路線があるのか、そういう現

実的なことを考えたときに、例えば極端な話、桟橋を造らなくて、そういったところに行って、

帰るということにして、それぞれの湾から見た景色であるとか、周遊するということで、考えた

ほうがいいと思うけど、その点についてはいかがですか。 

○出射交通政策課長 インバウンドですとか、外向けの場合、クルーズだけ単品と言うよりは、

ツアーの中に組み込まれて、その中でいろんなところを巡る中で、船でゆったり過ごしていただ

くというようなことが考えられるかなと思っています。今言われた近場の方との差別化として

は、簡単なものでございますけど、食事が提供できたり、そういったことができますので、サー

ビスのところで質を上げて、ゆったりとくつろいでいただくようなことらを想定しております。 

 ツアーの中で組み込むということになれば、寄港地の後は、バスに乗って、例えば閑谷ですと

か、備前が済んだら岡山のほうへ出るとか、そういったことになるかと思います。 

○青山委員 そういうことも含めて考えていかないといけないのと思いますし、私は安全面のこ

とで随分言わせていただいたけど、安全の担保については、何かいい案は出ましたか。 

○出射交通政策課長 もちろん、安全面についてはしっかり守っていかなければいけないとは思

っておりますので、そういった運航ができるように形態のほうはしっかり考えていきたいと思っ

ております。 

○青山委員 要するに、機関士であるとか、船長であるとか、そういう乗員をしっかりした経験

豊富で、そしてそれなりの、これは免許も絡んでいくと思うけど、そういった人を充てなければ

いけないと思うけど、それなりに人件費もかかると思います。その辺のことをしっかり考えてい

ただきたいと思うけど、いかがでしょうか。 

○出射交通政策課長 そのあたりのことはしっかり考えさせていただきます。 

○青山委員 市の職員じゃなくて、ぜひそれをお願いしたいと思います。 

○松本委員 ちょっと改めてこういう場を持つという、この北前船について、この意味というの

がぴんとこないけど、議論を深めるという意味ですか。疑問についてですか。 

○山本委員長 前回の説明プラス補足の説明をさせていただきたいということでこの場を設け

た。 

○松本委員 私、これ絶対失敗すると思います。１００％失敗します。もう少し赤字を少なくす

るためにはどうしたらいいということを考えないと。日生に基地を置かずに、例えば鶴海に本拠
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地を置いてもいいし、日生の人が別にこれを珍しいとは思いません。本当にそのことをぜひ考え

てほしいと思う。絶対１００％失敗します、今の計画でいったら。皆さんそう思うでしょう、腹

では。どうですか。 

○山本委員長 以上で審査を終わります。 

○濱山市長公室長 計画している４施設のうち、３施設が県管理の港湾とか漁協施設でありま

す。今現在、御存じのとおり、県において港湾とか漁港施設の不法係留施設の放置艇の取り締ま

り強化を図っているということをお聞きしております。そうした中で、そのエリアの海を水域占

用者の中から水域の管理者を決定するとお聞きしています。今後その流れとしては、施設管理者

の岡山県と決定された水域管理者と、今後水域を使用とする、今回、備前市でいえば、備前市が

浮き桟橋をここに設置したいっていうようなものの３者において、順次協議に入るとお聞きして

おります。そうした中で、使用許可が決定する流れになるのですけども、お聞きしているのは、

早く協議に入って、調ったものから１エリアを占用の許可をするっていうふうにお聞きしている

ので、それを受けて県のほうへ事前に協議した結果、予算が確保した上で、再度協議に入ってく

ださいっていう、この点がちょっと大きく今、気にしているところなので、こちらとしては予算

の確保をお願いしたいということで、今日説明に上がりました。 

○山本委員長 ここで皆さんにお諮りいたします。 

 議案の採決について委員よりあしたの予備日に行いたい旨の要望を受けております。 

 本委員会付託された２議案の採決は、あした行うことにしてよろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、採決はあした行うこととなりました。 

 なお、開会時間は午後３時としますので、御承知おき願います。 

 開会時間は午後３時です。 

 以上で本日の予算決算審査委員会を閉会します。 

              午後 ５時４３分 閉会 

 


